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はじめに 

MailEngine の概要 

電子メールが重要なコミュニケーションツールとして普及した今日、大量のメール配信を確実に、タイムリーに
行うことが重要になってきました。メール処理のサーバの負荷を分散させるため、そして信頼性向上のために
サーバの数が予定より大幅に増えてしまったり、配送サーバの速度がボトルネックとなって、肝心なメールがタ
イミングよく届かない、ということもあります。 Lyris MailEngine は、そのような大容量の高速なメール中継・配送
用途に特化した Mail Transfer Agent（MTA）です。大規模なメール配送システムが要求される場面でボトルネッ
クの解消、そしてハードウェアのコストを大幅に抑えます。 

動作条件 

Lyris MailEngine は、さまざまなシステム上で快適に動作するよう設計されています。  

対応プラットフォーム 

 Windows 2000/2003 Server 
 Red Hat Linux 9.0 
 Red Hat Enterprise Linux 3.0 
 Solaris/Sparc 8/9 

最低動作条件 

 Pentium III 700 mhz またはそれ以上 
 Ultra Sparc II （Sun Sparc ハードウェアを使用している場合） 
 128MB RAM (Solaris： 256 MB) 
 4GB ハード ドライブ 
 Web ブラウザ 
 固定 IP アドレス（DNS の正引き、逆引きが可能なもの） 

推奨システム 

メール配信能力要求によってお奨めするシステムが異なってきます。  

下記の一覧よりも、さらに高い配送能力をご希望の場合、または特殊な使い方を検討されている場合は、弊社
までお問い合わせください。  

スピード 動作条件 

1 万通 1.5Mbps 以上のインターネット接続 

5 万通 
256MB RAM  

5Mbps 以上のインターネット接続 

10 万通 
512MB RAM  

10Mbps 以上のインターネット接続 

25 万通 
1GB RAM  

25Mbps 以上のインターネット接続 
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スピード 動作条件 

50 万通 

2GB RAM  

50Mbps 以上のインターネット接続  

2 台または 3 台のマシン構成を推奨 

100 万通 

2GB RAM  

100Mbps 以上のインターネット接続  

4 台のマシン構成を推奨   

SCSI3 RAID ハードドライブ推奨 

MailEngine のインストールと稼働 

Windows 2000/2003 Server 

Windows 2000/2003 Server 版のインストール 

MailEngine を Windows 2000/2003 Server にインストールするには以下の手順に従ってください。  

1. 次の Web サイトから MailEngine をダウンロードしてください。 

http://www.synaptive.com/jp/software/me/download.htm 

2. インストーラは、ダウンロードすると自動的に起動されます。起動しない場合は、me-2.0-win.exe ファイ
ルをダブルクリックして起動してください。  

3. 製品ライセンス契約を読んで、同意するなら「はい」をクリックして次に進んでください。  

4. セットアップタイプでは、［MailEngineをインストール］、［既存のMailEngineをアップグレード］、［カスタム
インストール］のどれを行うか選択します。ここでは［MailEngine をインストール］を選んでください。  

 

5. 画面上の指示に従って、インストール先の選択およびプログラムフォルダの選択を行ってください。  
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6. MailEngine が中継を許可する IP アドレスを入力します。ここに IP アドレスを設定しないで、インストール
すると中継は行いません。インストール後にも、Web インタフェースから 中継許可対象 IP アドレス を
設定することが可能です。  

 

7. MailEngine の管理者のメールアドレスを入力します。これは後ほど、Web インタフェースの 管理用メー
ルアドレスで変更することもできます。  

 

8. Web インタフェースの使用するポート番号を指定します。他のプログラムがデフォルトポートである
“81”を使用している場合は、他のポート番号を指定してください。お使いのコンピュータで 2 つの Web
サーバを起動していない限りは、デフォルトのポートをご使用ください。  
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9. MailEngine 管理者のパスワードを入力します。  

 

10. ここでアクティベーションコードの入力を行います。入力しない場合、MailEngine は評価版モードで動作
し、受信、送信できるメッセージ数は合計 100 通までに限られます。アクティベーションコードはインスト
ール後に Web インタフェースから入力することも可能です。 アクティベーションコードの入手に関して
は下記をご参照ください。 

 

11. インストールが終了したら、次のように起動してみましょう。  

12. ［スタート］メニューの［プログラム］から［MailEngine の起動］を選択します。［MailEngine Web インタフェ
ースの起動］を選ぶと、管理用 Web インタフェース http://localhost:81/gui/admin（もしくは手順 9 で設
定したポート番号）が開きます。  

これでメール送信の準備ができました。  
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あとは、メールクライアント側で、MailEngine が稼働しているこの ホストを経由して、メールを中継するように設
定してください。  

MailEngine をお試し頂くには、無料試用ライセンスを取得されることをお勧めします。詳細については、
Synaptive Web サイトまたは sales@synaptive.com までお問い合わせください。 

Windows 2000/2003 Server のサービスとして MailEngine を稼働 

MailEngine を Windowss 2000/2003 Server のサービスとしてインストールすると、システム起動時に自動的にバ
ックグラウンドで実行させることができます。  

MailEngine をサービスとして実行するには、［スタート］ボタンから［ファイル名を指定して実行］を選び、
“command”と入力してコンソールウィンドウを開きます。  

サービスをインストール 

MailEngine の Windows 2000/2003 Server のサービスをインストールするコマンドラインオプションは以下の通り
です。  

mailengine -install  

MailEngine の起動は、サービス コントロールパネルで行ってください。  

MailEngine のサービスをインストールした場合、アンインストールを行う前に必ず MailEngine サービスを削除し
てください。  

もし、MailEngine のプログラムを他のディレクトリやハードディクスに移動した場合には、MailEngine サービスを
一旦削除して再インストールする必要があります。削除、再インストールの作業を行わないと、残ったサービス 
エントリがプログラムを見つけられないため動作しません。  

サービスの削除 

MailEngine の Windows 2000/2003 Server のサービスを削除するコマンドラインオプションは以下の通りです。  

mailengine -remove  

Windows 版のアップグレード 

既に Windows 版 MailEngine をご使用になっていで、新しいバージョンにアップグレードする場合は以下の手順
に従ってください。  

1. まず、アップグレードする前に、必ず現在運用中のマシンの\mailengine ディレクトリのバックアップを
取っておきます。次の Web サイトから新しいバージョンの MailEngine をダウンロードしてください。 

http://www.synaptive.com/jp/software/me/download.htm 

2. インストーラはダウンロードすると自動的に起動されます。起動しない場合は、mailengine.exe ファイル
をダブルクリックして起動してください。  

3. セットアップタイプで、［MailEngine をインストール］、［既存の MailEngine をアップグレード］、［カスタムイ
ンストール］のどれを行うかを選択します。ここでは［既存の MailEngine をアップグレード］を選択してく
ださい。  

4. MailEngine がインストールしてあるディレクトリを指定します。現在の設定ファイルはそのまま残し、古

mailto:sales@synaptive.com
http://www.synaptive.com/jp/software/me/download.htm
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い MailEngine のファイルは新しいファイルで上書きされます。  

Windows 版のアンインストール 

Windows 版 MailEngine をアンインストールしたい場合は、アンインストールプログラムをお使いください。  

MailEngine サービスをインストールして、システム起動時に自動的に MailEngine を起動するようにしている場合
は、必ずサービスを先に削除してから、アンインストールプログラムを起動してください。詳しくは[2000/2003 
Server のサービスとして MailEngine を稼働]を参照してください。  

もし、アンインストール後にも mailengine ディレクトリにファイルが残されている場合には、手動でディレクトリとフ
ァイルを削除してください。  

UNIX 

UNIX へのインストール 

UNIX へ MailEngine をインストールするには、以下の手順に従ってください： 

1. ルートユーザに切り替えます。MailEngine をインストールおよび稼動させるには、ルート権限が必要で
す。 

2. MailEngine UNIX 版を弊社 Web サイトよりダウンロードします： 

http://www.synaptive.com/jp/software/me/download.htm 

3. 臨時用のディレクトリを作成します。例えば、”/opt/tmp” などとします。 

4. ダウンロードした MailEngine のファイルを、作成した臨時ディレクトリに移動します。 

5. ダウンロードしたファイルを圧縮解除し、tar で解凍します。例えば、me-2.0-linux.tar.gz ファイルをダウ
ンロードした場合には、以下の手順を実行します： 

gunzip me-2.0-linux.tar.gz 

tar xf me-2.0-linux.tar 

解凍された tar ファイルはカレントディレクトリ内に、すべての MailEngine コンポーネントを収納した 
“me-2.0-linux”（もしくは “me-2.0-solaris”）ディレクトリを作成します。 

6. 新しく作成されたディレクトリに移動し、インストールスクリプトの ” install_me.pl” を実行します。 

cd me-2.0-linux 

./install_me.pl 

7. セットアッププログラムは、インストール過程において手順をご案内します。インストール作業中、セット
アッププログラムは以下の項目についてお尋ねします： 

 MailEngine をインストールしたいディレクトリ 
 MailEngine がメールの中継を行うための TCP/IP アドレス、またはアドレス範囲 
 管理者のメールアドレス 
 MailEngine の Web インタフェースに割り当てるポート番号 
 MailEngine 管理者のパスワード 

8. MailEngine を自動で起動するように選択しなかった場合、次のコマンドを実行して起動させることがで

http://www.synaptive.com/jp/software/me/download.htm
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きます： 

./mailengine 

（注意：MailEngine をフォアグラウンドで実行している場合、停止させるには “Ctrl + C” キーを押しま
す。） 

9. MailEngine のインストール設定を終了するには、[管理者用 Web インタフェース]を使用します。[管理者
用 Web インタフェース] にアクセスするには、ブラウザで以下のアドレスを指定します： 

http://localhost 

注意：[管理者用 Web GUI]でポート 80 以外のポートを使用するよう設定している場合、ブラウザでアク
セスするには設定したポート番号を指定する必要があります。例えば、ポート 81 を設定している場合
には、ブラウザで以下のようにアドレスを指定します： 

http://localhost:81 

これでメール送信の準備ができました。  

あとは、メールクライアント側で、MailEngine が稼働しているこの ホストを経由して、メールを中継するように設
定してください。  

MailEngine をお試し頂くには、無料試用ライセンスを取得されることをお勧めします。詳細については、
Synaptive Web サイトまたは sales@synaptive.com までお問い合わせください。  

ディスクリプタの増加について 

ディスクリプタの数（開くことのできるファイル数の上限）を増やすことで、MailEngine の送信接続数の上限を引
上げて、より高速にメールの配送が可能になります。ディスクリプタの増加については、Solaris 送信接続の上
限、Linux 送信接続の上限の各項目をご参照ください。  

UNIX 版のアップグレード 

1. まず、稼働中の MailEngine を停止します。 Linux では次の停止コマンドを実行してください。  

kill -15 `cat /var/run/mailengine.pid` 

Solaris でのコマンドは次の通りです。  

kill -15 `cat /etc/mailengine.pid` 

また、MailEngine を停止させる場合には、メールの紛失や複製を避けるため、（kill -9 で強制終了した
りせず）プロセスが完全に停止するまでお待ちください。  

2. 現在の MailEngine インストールディレクトリを移動します（ここでは/opt 以下に MailEngine がインストー
ルされていると仮定します）。次のコマンドで /opt/mailengine を /opt/bk/mailengine へ移動します。  

mv /opt/mailengine /opt/bk/mailengine 

3. 新しいファイルをダウンロードして（ここでは /opt/tmp 以下に）解凍します。必要なファイルを、古い
ディレクトリから新しい MailEngine ディレクトリに移動します。次のコマンドで /opt/tmp にある新しいフ
ァイルをインストールディレクトリに移動します。  

mailto:sales@synaptive.com
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mv /opt/tmp/mailengine /opt/mailengine 

4. 古い config ディレクトリを、新しいインストールディレクトリの中の“cfgold”というディレクトリにコピーし
ます。例えば、/opt/bk/mailengine にバックアップ、そして /opt/mailengine にインストールしていると
すると、次のコマンドで設定ファイルを復元します。  

cp -r /opt/bk/mailengine/config /opt/mailengine/cfgold  

5. 古い設定ファイルを新しいものとマージします。このステップで、これまでの全ての設定を新しい設定フ
ァイルに反映させます。つまり、全ての“#”コメントの後のテキストを抽出し、新しいファイルのコメントさ
れていない行と入れ替えます。MailEngine のディレクトリに移動（cd /opt/mailengine）し、次のコマンド
でスクリプト“upcfg.tcl”を実行してください。  

mailengine tcl tcllib/upcfg.tcl  

もし、マージされたファイルに問題があった場合には、バックアップを復元するか、古い設定ファイルを
新しい MailEngine でそのままお使い頂くこともできます。  

6. これで MailEngine のアップグレードが終了しました。新しいバージョンの MailEngine をお使い頂けます。
コマンドラインオプションはこちらをご参照ください。  

7. （オプション）古い設定ファイル（opt/mailengine/config のファイル）を手動で書き換えて使用している場
合、新しい設定ファイルにも同様に変更を加えてください。古い設定ファイルをそのままお使い頂くこと
も可能ですが、新しい設定ファイルにある新機能を使えなくなってしまう可能性があります。古い設定
ファイルをそのまま新しいものに上書きしたい場合は、次のようなコマンドをお使いください。 

cp /opt/bk/mailengine/config/* /opt/mailengine/config/ 

UNIX 版のアンインストール 

UNIX 版 MailEngine をアンインストール（削除）したい場合は、以下の手順に従ってください。  

1. まず、MailEngine のプロセスを停止します。Linux では次の停止コマンドを実行してください。  

kill -15 `cat /var/run/mailengine.pid` 

Solaris でのコマンドは次の通りです。 

kill -15 `cat /etc/mailengine.pid` 

2. ご自分で作った起動スクリプトがあれば削除します。 

3. MailEngine のディレクトリを削除します。コマンド例は次の通りです。  

rm -rf /opt/mailengine 

MailEngine の、ファイルは全て mailengine ディレクトリ内にあります。システム上の他の部分にファイルを作って
いませんので、これでアンインストールは終了です。  

MailEngine の稼働 

フォアグラウンドでの MailEngine の起動と停止 

Windows または UNIX 上で、MailEngine をフォアグラウンドで起動するには、“mailengine start”コマンドを使いま
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す。コンソールで次のコマンドを入力してください。 

mailengine start 

また、Windows では、セットアッププログラムにより MailEngine を起動アイコンが作成されていますので、これを
ダブルクリックしてください。 

MailEngine のプロセスを停止するには、起動しているプログラムウィンドウで ctrl-c を押してください。または、
別のウィンドウから次のコマンドを実行してで停止することもできます。 

mailengine shutdown 

キューのチェック間隔の設定によっては、“mailengine shutdown”コマンドが実際に動作するまで 1 分ほどかか
ることがあります。これに対して、ctrl-c（UNIX では“kill -15”）ではすぐに MailEngine を停止します。 

Windows で MailEngine を自動的に起動 

Windows 2000/2003 Server サービス ：MailEngine をサービスとしてインストールする場合は、“mailengine 
-install”というコマンドを使います。 

mailengine -install 

MailEngine の起動は、サービス コントロールパネルで行ってください。 

次回にシステムを起動した時には、MailEngine が自動的に起動します。 

MailEngine を UNIX のバックグラウンドデーモンとして稼働 

UNIX バックグラウンドデーモンとして稼働 ：MailEngine を UNIX のバックグラウンドデーモンとして起動するには、
以下のコマンドを実行してください。 

./mailengine -bd  

コンソールには何も表示されず、プログラムもすぐにコマンドプロンプトに戻ります。MailEngine の動作は“ps”コ
マンドで確認することができます。 

MailEngine を初めて起動する時には、バックグラウンドの前にまずフォアグラウンドで起動することをお勧めしま
す。これは、もし起動時に何らかの問題がある場合にも、その確認と対処ができるからです。 

バックグラウンドのプロセスを停止するには、Linux では次の停止コマンドを実行してください。 

kill -15 `cat /var/run/mailengine.pid` 

Solaris でのコマンドは次の通りです。 

kill -15 `cat /etc/mailengine.pid` 

次のコマンドを実行して MailEngine を停止する方法もあります。 

mailengine shutdown 

キューのチェック間隔の設定によっては、“mailengine shutdown”コマンドが実際に動作するまで 1 分ほどかか
ることがあります。これに対して、ctrl-c（または kill -15）ではすぐに MailEngine を停止します。 
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コマンドラインオプション 

コンソールウィンドウで利用可能なコマンドを下記に紹介します。コマンドを実行する前に MailEngine のディレク
トリに移動してください。また、これらのコマンドオプションは、コマンド“mailengine”に続けて実行してください。 
例： 

mailengine gettcpip 

コマンド 

gettcpip 

そのマシンの最初の IP アドレスを表示します。アクティベーションコードを入手する際に、インストールするマシ
ンの IP アドレスを調べるのにお使い頂けます。アクティベーションコードを入力した後にも正常に動作しない場
合は、IP アドレスが間違って登録されている可能性があります。たとえ、「登録されるべき IP アドレス」が異なっ
たとしても、このコマンドが返す IP アドレスで登録するようにしてください。 

version 

MailEngine の名称とバージョン番号を表示します。 

shutdown 

MailEngine が他のウィンドウもしくはバックグラウンドで稼働している場合に、これを停止します。実際には、
“shutdown”コマンドはリトライ（mailq/retry）ディレクトリに shutdown.txt を作成し、MailEngine はこのファイルを
確認することで停止します 

MailEngine はキューのチェック間隔の設定に応じて、リトライ（retry）ディレクトリの新しいファイルを定期的にチ
ェックします。このため、shutdown.txt を確認して停止作業にはいるまで 1 分程度かかる場合があります。 

help 

コマンドラインオプションを表示します。 

-install 

Windows サービスをインストールします（Windows 2000/2003 Server）。 

-remove  

Windows サービスを削除します（Windows 2000/2003 Server）。 

-bd 

バックグラウンドデーモンとして起動します（UNIX のみ）。 

test 

テストモードで起動すると、MailEngine は送信処理を行いますが、実際のメールの送信は行いません。これはス
トレステストや、実際のメール送信時の配送速度をテストする時にお使い頂けます。MailEngine はテストモード
でも通常通り動作しますが、SMTP コミュニケーションにおいては、DATA コマンドの代りに RSET と QUIT コマン
ドを送信しています。また、テストモードでは、通常のキューディレクトリとは別のテスト（mailq-test）ディレクトリ
を使いますので、テスト終了後に誤ってテストメールを送信することもありません。 



MailEngine 2. マニュアル  15 

© Synaptive Technologies Ltd. 15 

テストは他のメールサーバのリソースも必要としますので、本当に配送速度を知る必要がある時を除いて、頻
繁に実施しないことをお勧めします。 

設定 

基本設定 

DNS サーバ設定 

MailEngine が DNS ルックアップに使用する DNS サーバのリストです。入力の際には、以下の例のようにドメイン
名の後にカンマを入れて区切り、続いて DNS サーバのホスト名、エントリーの種類（NS または MX）、そして最
後に DNS サーバもしくは MX ホス トアドレスの TCP/IP アドレスを入力してください。 

デフォルトでは、MailEngine が DNS 解決に使用するルート ネーム サーバはここにリストアップされます。 

注意：これらのサーバを削除しないでください！ これらが無いと MailEngine は正常に動作しません。 

DNS バイパスを作成する必要があり、また単一ドメインに複数のホスト名がある場合には、 それぞれのホスト
名に対して MX DNS バイパスを作成するか、NS DNS バイパスを作成する必要があります。そうすることによっ
て、MailEngine はドメインに対して特定の DNS サーバを使用します。 

例:  

foo.example.com,mail1.example.com,MX,192.168.0.27 

example.com,dns1.example.com,NS,192.168.0.5 

アクティベーションコード 

MailEngine の正式運用、もしくは評価運用には、アクティベーションコードが必要です。アクティベーションコード
がない場合、MailEngine はデモモードで動作し、合計 100 通のメッセージを受信、送信した後に、動作しなくなり
ますのでご注意ください。MailEngine のアクティベイションコード（例：「LME-ACMECORP-100-PRE」）はライセン
スを購入すると発行されます。また評価用の仮アクティベイションコードも用意しております。アクティベイション
コードの入手方法については、sales@synaptive.com にお問い合わせください。 

アクティベーションコードの発行には、MailEngine サーバの IP アドレスの登録が必要です。 

もし、サーバの IP アドレスがお分かりにならない場合は、コマンド“mailengine gettcpip”で調べることができます。
ライセンスをご購入頂くと、Synaptive よりアクティベーションコードをメールでお送り致します。このコードで、
MailEngine のすべての機能をお使い頂くことができます。MailEngine のライセンスは 1 台のサーバにのみ有効
で、サーバの IP アドレスを変更した場合にはライセンスの更新も必要になります。 

シリアル番号とアクティベーションコードには、一時間あたりの配送能力のライセンスが記されています。例えば、
アクティベーションコード「ACT-216.1.5.7-LME-FOBAR-100-YLF」には、IP アドレス「216.1.5.7」に対して、一時
間あたりの最大配送能力「100,000 メール」がライセンスされています。評価用のアクティベーションコードは、日
付によって制限（例：ACT-216.1.5.7-LMED-010109-FOBAR-100-WPB）されています。 

アクティベーションコードがライセンスしている最大配送能力は、実際の速度を保証するものではありません。
送信速度は、お使いのハードウェアや帯域幅、メールのサイズ、インターネット接続のスピード、その他の要因
によって異なる可能性があります。MailEngine のライセンスをより高速なものにしたいとご希望の方は、弊社ま
でご連絡ください。 

例： 

ACT-216.1.5.7-LMED-010109-FOBAR-100-WPB 

mailto:sales@synaptive.com
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ドメインのプリロード 

MailEngine が起動時に DNS ルックアップするべきドメインのリストです。それぞれの行には、1 ドメインしか入
力できません。 

例： 

aol.com 

hotmail.com 

ローカルドメイン名 

MailEngine がメールを受信する、 ローカルドメイン名のリストです（中継を許可するドメインではありません）。 
メールの RCPT TO の値（宛先アドレス）と、指定されるローカルドメイン名とがマッチすると、“受信メール”として 
受信（incoming）ディレクトリに保存（受信メールの保存の設定によっては破棄）されます。 

“RCPT TO”の値がローカルドメイン名にマッチしないメールは、リモートからのものと見なします。接続ピアの IP
アドレスが 中継許可対象 IP アドレスに指定されている場合、メールはインターネット配送のためにキューに入
ります。接続ピアに中継を許可されていない場合には、メールは受信拒否され、差出人には“554 relay not 
approved”エラーメールが送られます。 

ローカルドメイン名として、 “.” （ピリオド）または“@”（アットマーク）を入力すると、受信した全てのメールを“受
信メール”と見なします。これは、MailEngine のメールの送信速度を計測するときに便利です。 

例： 

mail.lyris.net 

mail.lyris.com 

管理用メールアドレス 

MailEngine 管理者のメールアドレスを入力してください。入力できるアドレスは 1 つだけです。例えば、「空きディ
スク容量が少ない」といった問題があれば、このアドレスに通知します。 

例： 

admin@yourcompany.com 

TCP/IP とポート設定 

HELO テキスト 

MailEngine が HELO コマンド中に送信するテキスト。 

SMTP トランザクション中に、MailEngine が使う HELO 文字列を設定する。 

デフォルトでは空白になっており、MailEngine が動作しているマシンの主要 TCP/IP アドレスに連携しているホス
ト名を使用します。 

例： 

mailer.example.com 

無効なホスト名や TCP/IP アドレスを入力すると、アンチスパムフィルターによって送信メールを拒否される場合
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があります。 

SMTP 受信 IP アドレス 

SMTP 受信する IP アドレスを設定します。デフォルト設定では空白になっており、MailEngine はそのマシンに設
定されている全ての IP アドレスを使用します。 

これは、他のプログラムとのコンフリクトを避けるために、MailEngineに特定の IPアドレスを使用したい場合に設
定してください。 

複数の IP アドレスを指定する場合には、1 行ごとに分けてください。 

12.345.678.9 

12.345.678.1-12.345.678.254 

SMTP 受信ポート 

この設定では、どのポート番号で SMTP を受信するかを設定します。デフォルト設定は“25”です。使用するポー
トが、他のプログラムとコンフリクトを起こす場合には、この設定を変更してください。ポート番号を 1 に設定する
と、SMTP 受信プロトコルは無効になり、メールの受信はできなくなります。  

インターネット標準では、メールの受信ポート番号は“25”です。この設定を変更すると、他の人があなたにメー
ルを送信できなくなってしまいます。MailEngine がメールを中継しているプログラムは全て、その変更に合わせ
て、ポート番号を設定し直す必要があります。  

例： 

25 

SMTP 送信用 TCP/IP アドレス 

SMTP 送信が行われる TCP/IP アドレスを設定する。 

デフォルトでは空白になっており、MailEngine が OS に適切なアウトバウンド TCP/IP アドレスを尋ねます。 

1TCP/IP アドレスのみ設定可能です。 

例： 

207.23.43.5 

Web インタフェース IP アドレス 

管理用Webインタフェースが使ができます。デフォルト設定では、空白になっており、MailEngineは全てのマシン
からのアクセスを受け付けます。リモートから Web インタフェースにアクセスする場合は、“127.0.0.1”と設定する
より、アクセスするマシンの IPアドレスを設定してください。設定を“0”にすると、Webインタフェースを無効にしま
す。  

例： 

192.168.1.124 



MailEngine 2. マニュアル  18 

© Synaptive Technologies Ltd. 18 

Web インタフェースポート番号 

Web インタフェースが利用するポート番号を設定します。80 番以外のポート番号を設定する場合には、Web イン
タフェースにアクセスする際、URL にそのポート番号を指定してください（http://localhost ではなく 
http://localhost:81 のように指定）。 デフォルト設定では“81”です。  

ポートの設定を“0”にすると Web インタフェースが無効になります。これを再度有効にしたい場合は、メモ帳のよ
うなテキストエディタで、設定ファイルの webport.txt を開き、ポート番号を入力してください。  

例： 

81  

許可と制限設定 

RCPT TO 中継 

MailEngine が、受信および中継するべきドメインを設定します。MailEngine はソースのいかんにかかわらず、メ
ールの受信および配信を試みます。複数の RCPT TO がある場合には、ここでリストアップされているドメインを
持つメールを許可し、その他を拒否します。 

この機能は、MailEngine に主要メールサーバにかわって、MX サーババックアップをさせることにも使えます。主
要メールサーバがダウンした際には、MailEngine がメールを受信し、それを主要メールサーバに再配信します。 

この機能を使うには、バックアップサーバとして動作するよう、MailEngine のマシンの DNS レコードを設定する必
要があります。 

例えば、メールサーバの名前が“mail.example.com” だった場合には、MailEngine サーバを
“mailbackup.example.com” などと名づけられます。また、以下のように DNS を設定します： 

example.com IN MX 10 mail.example.com. 

example.com IN MX 20 mailbackup.example.com. 

それから、@example.com を設定します。そうすることによって、@example.com 宛ての全てのメールは、中継の
ため MailEngine によって受信されます。 その後、MailEngine はメールが主要メールサーバに受信されるまで、
もしくは指定されたリトライの回数に達するまで、中継を試みます。 

MailEngine をバックアップメールサーバとして設定する場合には、「配送状態通知（DSN)」をオンにすることをお
勧めします。そうすることで、長時間主要メールサーバがダウンし、MailEngine が、指定されているリトライ回数
に達してもメール送信ができない場合に、送信者はメール送信失敗のお知らせを受けられます。 

重要：メールループを防ぐには、「拒否対象メールサーバ」に、MailEngine の TCP/IP アドレスを入力してください。
もしくは、MailEngine へ、リルートするその他のメールサーバの TCP/IP アドレスを入力してください。これをしな
いと、MailEngine は、自身へのメール送信を試みます。 

中継許可対象 IP アドレス 

この設定で、中継を許可する IP アドレス、または IP アドレスの範囲を指定してください。各 IP アドレスや範囲は
1 行ごとに書いてください。 全ての IP アドレスに中継を許可する場合には、“0”を指定してください（警告：設定
を“0”にした場合、サーバを外部から不正に使用されないよう、ファイアーウォールのご使用をお勧めします）。  

デフォルト設定の“127.0.0.1”では、MailEngineの動作するマシン（ローカルマシン）のみ、中継が許可されていま
す。  
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IP アドレスの例：  

1.2.3.5  

IP アドレスの範囲の例：  

1.2.3.1-1.2.3.254  

各アドレスは 1 行づつに書いてください。 例：  

1.2.3.5  

1.2.3.1-1.2.3.254  

拒否対象 MAIL FROM 

受信メールの“MAIL FROM”に含まれている文字列をここで指定することで、そのメールの受信を拒否すること
ができます。例えば、“spammer.com”を指定することで、この文字列を含んだバウンスアドレスを持つ全てのメ
ールの受信を禁止します。 複数の文字列を指定する場合は 1 行ごとに書いてください。  

例： 

spammer.com 

makemoneyfast 

拒否対象 メールサーバ 

MailEngine がメールを送信するべきでない TCP/IP アドレスのリストを設定する。 

例： 

207.45.34.2 

メールキュー設定 

DSN メールの使用 

配送状態通知（Delivery Status Notifications = DNS、エラーメールのこと）を有効にすると、全てのリトライ後もメ
ールが宛先に届かない場合に、“ MAIL FROM”アドレスに DSN メールを送信します。  

デフォルト設定では無効になっており、メールが宛先に届かない場合でも、DSN メールは送信されません。これ
は、MailEngine へ送信されるメールは、他のプログラムから送られてくると仮定しているためです。このようなプ
ログラムは、MailEngine からのエラーメールで不達を知るのではなく、処理済み（done）ディレクトリのファイルを
確認したり、直接エラーメールを受け取ったり、送信したメールを直接送信者にバウンスさせたりすることで、不
達を分析しているためです。  

しかし、マイクロソフトの Outlook や、Eudora などのメールクライアントからの メールを中継 している場合には、
DSN メールを有効にしておくことをお勧めします。この設定で送信者に不達メール通知が送信されます。  

DSN メッセージのサンプル 

Your message (id P1588T1472C1@io.lyris.com) could not be delivered to 

john@somecompany.com 

 

A transcript of the session follows: 
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john@somecompany.com 

--> Sending email to: john@somecompany.com 

<-- DNS lookup succeeded, found 1 acceptable mail servers for somecompany.com 

--> Attempting to connect to: luna.somecompany.net (216.91.56.10 25) 

<-- Connected to: luna.somecompany.net (216.91.56.10 25) 

<-- 220 luna.somecompany.net MailShield SMTP (TCP/IP address approved for relaying) 

--> HELO io.lyris.com 

<-- 250 Hello io.lyris.com [216.91.52.145], pleased to meet you 

--> MAIL FROM:<somebody@somewhere.com> 

<-- 250 <somebody@somewhere.com>... Sender ok 

--> RCPT TO:<john@somecompany.com> 

<-- 550 <john@somecompany.com>... no such user (reported by Mail Server) 

--> QUIT 

 

--- 

 

A copy of your message is reproduced below: 

 

Subject: this is the subject 

To: "John" <john@somecompany.com> 

From: somebody@somewhere.com 

 

this is the message text 

キューのチェック間隔 

この設定で、MailEngine がどれくらいの間隔（単位は秒）で、リトライ（retry）ディレクトリの送信待ちメールをチェ
ックするかを指定します。  

このディレクトリを必要以上にチェックすると、効率の低下につながりますのでご注意ください。また、ディレクト
リに非常に多くのファイル（2 万ファイル以上）が存在すると、スキャンに時間がかかります。  

この設定は、最短の送信リトライ間隔と同じか、それよりも短くなるように設定してください。例えば、最短のリト
ライ間隔が 30 分だった場合は、ここでの設定はこれと同じか 30 分（1800 秒）より短くなくてはいけません。  

独自のプログラムを使って、リトライ（Retry）ディレクトリにメールディレクトリを書き込んでいる場合は、そこにあ
るファイルは、リトライ（Retry）ディレクトリがチェックされる時にはじめて配送されます。デフォルト設定は 10 分
（600 秒）ですので、このディレクトリのメールは実際に送信されるまでに、最大 10 分かかることになります。これ
より短い間隔メールを送りたい場合は、設定を短くしてください。  

数千ものメッセージがディレクトリに存在する場合には、この設定を 30 秒以下にしないようにしてください。
MailEngine は、ディレクトリを繰り返しスキャンすることで多くの時間を費やしてしまいます。  

メールキューに、未来のリトライ時刻が設定されたファイルが入ると、そのファイル名とリトライ時刻がメモリに保
存されますので、ファイルを再読み込みする必要はありません。メールキューディレクトリのチェック頻度に関わ
らず、設定の通りにリトライします。  

デフォルトでは、600 秒（10 分）に設定されています。  

例： 

600 
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メール送信中止 

この設定で、MailEngine のメール送信を中止することができます。デフォルト設定ではメールの送信は有効にな
っています。 

「メールの送信を中止」を選択すると、SMTP 送信プロトコルが無効になり、外へ向けたメールは送信できなくな
ります。送信されないメールは、リトライ（Retry）ディレクトリに保存されます。  

送信を一時的に無効にすることで、大量のメールをまとめて送信することが可能です。例えば、ある時刻に大
量のメールを一度に送信したい場合には、MailEngine からの送信をあらかじめ一時的に中止してメールをキュ
ーに溜めておきます。  

MailEngine は、メールの送信（SMTP もしくはディスクキュー経由）を行っていないため、「メールの送信を有効」
にすると同時に、全てのリソースを使用してメールの送信を行います。  

中継時にディスクを使用 

この設定では、SMTP 経由で中継のために入ってきたメールを、処理中（working）メールキューディレクトリに保
存するかどうかを指定します。  

中継時にディスクを使用すれば、MailEngine が再起動や停電などで異常終了した場合にも、中継するメールの
紛失を防ぐことができます。しかし、ディスクの使用はパーフォーマンスに大きく影響するため、MailEngine のデ
フォルト設定ではディスクを使用しないで中継するようになっています。  

システムの問題が頻繁に起こることを理由に、この機能を使うことをお考えなら、問題そのものを解決すること
をお勧めします。しかし、稀に起こるシステム停止の時にもメールの紛失が許されない場合には、この機能をお
使いください。この機能が有効になっていれば、たとえ MailEngine がメール配送中にこのような問題が起っても、
そのメールは処理中（working）ディレクトリに残されています。  

MailEngine がメール配送中に終了すると、処理中（working）ディレクトリに保存されたメールは、次回 MailEngine
が起動した時に自動的にリトライ（retry）ディレクトリへ移動されます。  

処理済みメールの保存 

送信済みもしくは処理済みのメールを、処理済み（done）ディレクトリに保存するかどうかを設定します。デフォ
ルト設定では、処理済みのメールは保存されないようになっています。「処理済みメールを保存」を選択すると、
メールを処理済み（DONE）ディレクトリに保存します。保存された処理済みのメールから、誰が何通のメールを
受信したかを調査することもできます。  

処理済みメールの保存時間 

この設定で、処理済み（done）ディレクトリに保存したメールを、何分間保持しておくかを指定します（“0”を指定
すると消去しません）。メールが保持される時間に上限を設けることで、不要な古いメールを消去しディクス容量
を節約します。  

例： 

60 

受信メールの保存 

この設定は、受信したメールを保存するか破棄するかを指定します。デフォルト設定では、受信メールをメール
キュー/受信（mailq/incoming）ディレクトリに保存しないようになっています。  
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受信メールの保存時間 

この設定で、受信（incoming）ディレクトリに保存した受信メールを、何分間保持しておくかを指定します（“0”を
指定すると消去しません）。メールが保持される時間に上限を設けることで、不要な古いメールを消去しディクス
容量を節約します。  

例： 

60 

送信リトライ間隔 

送信に失敗したメールをリトライする間隔とその回数を設定します（単位は分）。デフォルト設定のリトライ間隔
は、“30,120,240,480,960”となっています。これは最初の送信失敗から 30 分後に最初のリトライを行い、合計 5
回のリトライを行うこと（各数字はリトライのそれぞれの間隔）を意味しています。この設定を“0”にすると、送信
に失敗したメールのリトライを行いません。  

送信リトライ間隔は、下記のようにコンマで区切って設定してください。  

30,60,90 

ログ管理設定 

バウンスメールの受信 

MailEngine では、バウンスメールの受信およびその追跡ができますので、無効アドレスを削除する事が可能で
す。 

以下にバウンスメールを受信および処理するホスト名を入力してください。通常は、MailEngine のあるマシンの
ホスト名を入力しますが、メール配送スピードを向上させる目的で、その他の MailEngine にこのメールが配送さ
れるよう選択することもできます。 

この設定がオンの場合、 MailEngine は以下のフォーマットで、アウトバウンドメッセージの MAIL FROM を書き
改めます： 

mailengine-bounce-username%domain.com@yourhostname.com 

MailEngine が受信したメールの RCPT TO が上記のようなアドレスだった場合、このメールはバウンスメールとし
て処理され、このバウンス情報は、soft-bounces.txt もしくは hard-bounces.txt にログされます。また、このログ
は、希望によりご自身のプログラムによって、読み込まれたり、もしくは削除されたりします。 

この設定がオンの場合、「ローカルドメイン名」は、ここで特定されたドメイン宛てのメールを受信するよう設定さ
れている必要があります。また、この設定は、メール中継には無関係です。 

この機能をご利用の場合、あわせて「配送不可能なメールをログ」機能をオンにすることを検討してください。 

注意：「受信メールの保存」機能がオンの場合でも、この機能は、MailEngine のバウンスメール受信/処理の能
力には無関係です。 

デフォルトでは、この設定値は空白になっています。 MailEngine は、アウトバウンドメールの MAIL FROM の書
き改めはしませんが、上記のように送信メールの MAIL FROM がフォーマットされている場合には、バウンスメ
ールの処理を行う事が可能です。 
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ログを保存する日数 

の設定でログファイルを保持しておく日数を指定します。各ログファイルには、作成された日付があり、指定した
日数で消去されるようになっています。設定の日数を“0”にすると、ログファイルは保存されません。デフォルト
設定では、“10”（10 日間ログを保持）になっています。  

例: 

10 

配送不可能なメールをログ  

MailEngine は、全ての配送不可能なメッセージをログおよび追跡できます。従って、無効アドレスをシステムか
ら削除することが可能です。 

デフォルトでは、MailEngine が送信を試みて、送信できなかったどのようなメールもログされます。これには、永
久に配送不可能なメール（例：“550：ユーザは存在しない。”）や、MailEngine が数回送信トライして配送不可能
だったメール（例：“450：ユーザの割り当てがオーバー”）などというものも含まれます。 

MailEngine が、メッセージ送信を試みて失敗した場合、hard-undeliverable.txt または soft-undeliverable.txt に、
1 行に 1 メールアドレスずつ配送不可能だったそれぞれのアドレスをログします。 

配送不可能だったアドレスを削除するかしないかは、あなた次第です。一般的には、ハードバウンス（“500”の
付くメッセージ）は、すぐに削除することをお勧めします。ソフトバウンス（“400”の付くメッセージ）に関しては、削
除する前にある一定期間続けて配信を試みることもできます。 

配送速度統計の間隔 

この設定では、配送速度の統計を表示する頻度（単位は秒）を指定します。この統計情報はコンソールに表示
されます。設定が“0”の場合には統計情報は表示されません。  

メールの受信、送信が無い場合には統計情報は表示されません。統計情報はメールの受信、送信がある場合
にだけ表示されます。  

デフォルト設定では 10 秒になっており、受信、送信したメールについての統計情報が 10 秒ごとに表示されます。
配送時の問題を調べる時には、表示を数秒毎にすると効果的です。配送するメールの数が少ない場合には、
表示間隔を開けるとよいでしょう。  

例: 

10 

ログの読み方 

MailEngine のログはコンソール上に表示され、mailengine\log ディレクトリに保存されます（ログを保存する日数
が保存に指定されている場合に限ります）。  

上限設定 

SMTP 受信タイムアウト 

この設定は、MailEngine が受信 SMTP セッションを確立後に、メールを受信しない場合のセッション保持時間
（単位は秒）を設定します。 
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MailEngine は、ここに設定した時間何も受信がない場合には、自動的に SMTP セッションを終了します。 

多くのメールを受信している場合には、このタイムアウト時間を短く設定して、無駄な受信接続を少なくするとよ
いでしょう。 

非常に遅いインターネット接続や、遅いサーバからのメール送信は、時間がかかる場合があります。このため
にほとんどのメールサーバは、10 分(600 秒)という長いタイムアウトのしきい値を指定しています。従って
MailEngine のデフォルト設定も 10 分になっています。タイムアウトの設定が短いと、メールを送れなくなるサー
バが出てくる可能性がありますので、ご注意下さい。 

タイムアウト時間は秒単位で設定します。設定できる最短時間は 5 秒間です。 

例: 

600 

SMTP 接続タイムアウト 

TCP/IP が外部 SMTP サーバに接続するのに、MailEngine が待機する秒数を設定します。MailEngine は、ここで
指定された秒数後に自動的に接続の試みを終了します。デフォルトでは、240 秒となっています。 

帯域幅が小さいためにある特定のドメイン宛のメール配送ができない場合には、この設定を 600 秒にすること
を検討してください。これにより、メール配送ができるようになる場合があります。 

タイムアウトの数値は、秒数で指定してください。最小値は 5 秒です。 

SMTP 書き込みタイムアウト 

MailEngine が TCP/IP データの書き込みコマンドが完了するまでに待機する秒数を設定します。デフォルトでは、
240 秒となっています。配送スピードが遅い場合には、帯域幅が充分でないメールサーバへの待機時間設定が
長い恐れがあります。この場合に、この設定を 10 秒にすると配送スピードがアップする場合があります。 

帯域幅が小さいためにある特定のドメイン宛のメール配送ができない場合には、この設定を 600 秒にすること
を検討してください。これにより、メール配送ができるようになる場合があります。 

タイムアウトの数値は、秒数で指定してください。最小値は 5 秒です。 

SMTP 本文タイムアウト 

メッセージ本文を受信した受信メールサーバからの承認が返送されるまで、MailEngine が待機する秒数を設定
してください。MailEngine は、この設定秒数後、 自動的に SMTP セッションの試みを終了します。デフォルトでは、
600 秒となっています。 

タイムアウトの数値は、秒数で指定してください。最小値は 5 秒です。 

SMTP 読み込みタイムアウト 

MailEngine が TCP/IP データの読み込みコマンドが完了するまでに待機する秒数を設定してください。
MailEngine は、この設定秒数後、自動的に SMTP セッションの試みを終了します。デフォルトでは、240 秒となっ
ています。 

タイムアウトの数値は、秒数で指定してください。最小値は 5 秒です。 
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システムスレッド数の上限 

MailEngine が使用する、システムスレッド数の上限を指定します。デフォルト設定では 500 です。システム上の
理由で、スレッドの数を制限したい場合を除いて、このオプションを変更する必要はありません（例えば、Linux 
v2 は 512 スレッドまでしかサポートしないため、これ以上のスレッド数を設定すると、システムがクラッシュする
ことがあります）。 ほとんどのシステムでは、並行スレッドの数が多いと能率が落ちてしまうため、デフォルト設
定では 500 になっています。  

例: 

500  

ホストごとの最大接続数 

受信サーバごとへの同時 SMTP 送信接続の最大値を設定します。デフォルトでは、MailEngine は、リモートメー
ルサーバごとに 10 接続までしか制限を設けません。接続制限を設けることで、いくつかの大量の受信接続処
理をできなくするため、受信メールサーバに負荷を与えすぎないようにすることができます。 

例: 

10 

メモリ内のメッセージ 

メモリ内のメール送信キューに保存するメッセージ数を設定する。 

MailEngine は、受信と同様、メール送信を可能な限り迅速に行います。MailEngine が、メール中継しなければな
らない大量のメッセージを受信した場合には、このメッセージを送信する際、メモリに保存します。送信するより
も早くメッセージを受信した場合には、MailEngineが使用するメモリは増加します。一般に、メモリがたくさんあれ
ばある程、またメモリ内にメッセージをたくさん保存すればする程、 マシンの物質的メモリを消耗するまで
MailEngine のパフォーマンスは向上します。 

デフォルトは、500000 となっています。これは、メモリ内に 500000 メッセージを保存するという事です。
MailEngine の未処理メッセージが、この数を超えた場合には、新着メッセージをディスクにオフロードし始め、
MailEngine のパフォーマンスをスローダウンさせるだけでなく、MailEngine が使っているメモリ容量を制限しま
す。 

メール送信速度の上限 

この設定で、1 時間に配送するメール数の上限を指定します。デフォルト設定では、この上限はアクティベーショ
ンコードで決められていますが、その上限よりも低く設定することが可能です。アクティベーションコードの上限
より高い数値を設定しても、上限は変わりません。  

デフォルト設定の“0”では、アクティベーションコードの上限が適応されます。  

設定方法：1 時間に配送するメール数の上限を入力してください。  

0 

受信メールの優先順位 

受信用 TCP/IP 接続の優先順位をつけるため、個々の TCP/IP アドレス、または TCP/IP アドレスの範囲を設
定します。これらのアドレスからの接続は、 「受信接続数の上限」によって制限されませんし、いつでも接続が
許可されます。 
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MailEngine が大量のメールを受信する際、この機能を利用することで優先順位の高いメールを優先して受信で
きるようになります。 

個々の TCP/IP アドレス、または TCP/IP アドレスの範囲を 1 行に 1 アドレスづつ入力してください。全ての
TCP/IP アドレスを制限しないように設定するには“0”と設定してください。 

例： 

1.2.3.5 

1.2.3.1-1.2.3.254 

受信メールサイズ上限 

受信メールのサイズの上限を、バイト単位で設定します。空白もしくは設定されない場合のデフォルト設定は、
10M バイトです（10 x 1024 x 1024 = 10485760）。また、設定できる最小の値は 1024 バイトです。“0”に設定され
た場合、メールサイズの上限はありません。  

ESMTP コマンドが理解できる配送プログラムへは、MailEngine が“ESMTP SIZE=”コマンドを使い、送信前に指
定サイズ以上のメッセージを送らないよう伝えています。  

例: 

10485760 

送信接続数の上限 

この設定で、同時に接続する SMTP 送信接続の上限を指定します。低く設定するとメール配送速度が低下しま
すが、反対に CPU およびメモリの許容量を越えた設定も、配送速度を低下させますのでご注意ください。通常
は、300 から 2000 までが適当とされ、ほとんどの場合は約 1000 が最も効果的です。デフォルト設定は、UNIX で
500、Windows で 2000 となっています。  

推奨設定： 

Linux： 500  

Solaris： 500 ( ディスクリプタを 4000 に設定している場合は、2000 を指定してください。詳しくは Solaris の送信
接続数の上限 をご参照ください）  

Windows： 2000  

例: 

1000 

最大キューメモリ 

MailEngine が、メール送信キューに使用できるメモリの合計キロバイトを設定する。 

MailEngine は、受信と同様、メール送信を可能な限り迅速に行います。MailEngine が、メール中継しなければな
らない大量のメッセージを受信した場合には、このメッセージを送信する際、メモリに保存します。送信するより
も早くメッセージを受信した場合には、MailEngineが使用するメモリは増加します。一般的に、メモリがたくさんあ
ればある程、またメモリ内にメッセージをたくさん保存すればする程、 マシンの物質的メモリを消耗するまで
MailEngine のパフォーマンスは向上します。 
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MailEngine では、受信メールをディスクに保存するよう設定できます。これにより、メモリを大量に使用すること
を防げます。デフォルトでは、2,000,000 キロバイトとなっており、MailEngine は 2 GB 以上の RAM は使えません。
設定できる最小値は、1000K (1 メガバイト)です。 

最大送信帯域幅 

MailEngine が 1 分間に送信すべき最大バイト数を設定する。 

無制限の場合には、“0”と入力してください。 

送信接続数の上限 

この設定で、同時に接続する SMTP 送信接続の上限を指定します。低く設定するとメール配送速度が低下しま
すが、反対に CPU およびメモリの許容量を越えた設定も、配送速度を低下させますのでご注意ください。通常
は、300 から 2000 までが適当とされ、ほとんどの場合は約 1000 が最も効果的です。デフォルト設定は、UNIX で
500、Windows で 2000 となっています。 

推奨設定： 

Linux: 500 （多くのファイルディスクリプタを設定している場合には、これより多くしてください） 

Solaris: 500 （ディスクリプタを 4000 に設定している場合は、2000 を指定してください。詳しくは MailEngine マニ
ュアルをご参照ください） 

Windows: 2000 

トラブルシューティング設定 

DNS デバッグ情報表示 

「DNS デバック情報を表示」を選択すると、DNS 問い合わせの情報をコンソールに表示します。この設定はデバ
ック用のものです。  

SMTP 送信情報の表示 

「SMTP デバッグ情報を表示」を選択すると、SMTP が外へ向けて行っている全ての TCP/IP コミュニケーション
をコンソールに表示します。非常に多くの情報を出力しますのでご注意ください。  

SMTP 受信情報 

この情報は、MailEngine の SMTP アウトバウンド TCP/IP コミュニケーションのコンソールに表示されます。デフ
ォルトでは、この設定はオフになっています。この設定をオンにすると、アウトプット情報の量が増加します。 

注意：この情報を見るには、「プログラムデバッグ情報表示」設定をオンにする必要があります。 

キューのサイズ 

ログに、メモリに何件の異なるメッセージが保存されているかを書き込む。デフォルトでは、この設定はオンにな
っています。 

キューのメモリの使用 

メール送信キューが、何キロバイトの RAM を使用しているかをログに書き込むかどうか設定する。 
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デフォルトでは、この設定はオンになっています。 

プログラムデバッグ情報表示 

「デバッグ情報を表示」を選択すると、MailEngine のデバッグ情報をコンソールに表示します。この設定は非常
に多くの情報を出力するので、活用するには Synaptive の技術サポートが必要となるかも知れません。  

送信ループ表示 

「送信ループの情報を表示」を選択すると、メール送信ループの情報がリアルタイムでコンソールに表示されま
す。これはデバック目的に用意された設定です。この機能を利用するには、プログラムデバッグ表示も有効にし
ておく必要があります。 

配送レポートの使用 

配送レポートとは、各メールの送信作業の後に、MailEngine が発信するレポートメールのことです。「メールが届
かない」といった問題も、この機能で原因を突き止めることができます。不達メールには詳細なログが残ってい
るので、問題を正確に把握することができます。  

配送レポートメールには、不達になったメールアドレスの詳細な SMTP トランザクション情報が含まれています。
また、あるメールの受信者数や、何人がこれまでに受信しているかといった一般的な情報も含まれています。  

この配送レポートを受け取るアドレスを指定する、「配送レポート受信者」も忘れずに設定してください。  

ご希望の配送レポートのタイプを、下記に示す英小文字 1 字で指定してください。  

［空白］=> リストされた管理者に配送レポートを送付しない（デフォルト設定）  
e => 全ての配送作業後にレポートする。 
f => 最初の配送作業後にレポートする。 
l => 最後の配送作業後にレポートする。 
x => 最初と最後の配送作業後にレポートする。 

配送レポート受信者 

配送レポートを受け取るメールアドレスを指定します。この設定は配送レポートが有効になっている場合のみ使
用できます。 

MailEngine サーバのトラフィックが多い場合、毎日のレポートの数が非常に多くなるかも知れません。ご注意く
ださい。  

例: 

you@yourcompany.com 

someoneelse@yourcompany.com 

配送レポート対象ドメイン 

配送レポート対象になるドメインを指定します。この設定は配送レポートが有効になっている場合にのみ使用で
きます。  

デフォルト設定では、すべての不達メールのアドレスをレポートします。しかし、特定ドメインの問題だけに集中
したい場合には、そのドメインだけを対象にした配送レポートを作成した方が、より効率的です。この設定ではド
メイン名だけでなく、特定のメールアドレスを指定することも可能です。  
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以下に設定する文字列を含むメールアドレスだけが、配送レポート対象になります。ドメイン名のパターンを 1
行ごとに書いてください。  

例: 

bob@aol.com 

aol.com 

yahoo.com 

.cz 

.cn 

MailEngine の使い方 

メールの送信 

重要なアドバイス：メールの送信する際、プログラムを使って直接リトライ（retry）ディレクトリにメールを書き込
むこともできますが、メールクライアントや他のプログラムを使って MailEngine 経由で中継した方が遥かに高速
です。  

メールクライアントを使った中継 - Outlook等のメールクライアントを使ってMailEngineで中継する方法を説明し
ます。 

プログラムを使ったメールの作成 - プログラムを使い、MailEngine 経由の中継やキューディレクトリに直接書
き込む方法について説明します。  

メールの受信 

MailEngine は Mail Delivery Agent ですが、各メールボックスへのメールの配送は行いません。MailEngine が受
信したメールは、受信（incoming）ディレクトリに格納されます。 メールの受信 – MailEngine の中継以外のメー
ルの処理について説明します。 

メールクライアントを使用したメールの中継 

メールクライアントを使用して MailEngine にメールを中継させるのは簡単です。まず MailEngine 側で、中継を許
可する対象としてお使いのホスト名または IP アドレスを設定してください。次に、メールクライアント（Outlook, 
Eudora 等）の設定で、“送信 SMTP サーバ”の項目に MailEngine のホスト名を指定してください。  

1. 中継対象の指定がない限り、MailEngine はデフォルト設定ではメールの中継を行いません。中継を有
効にするには、MailEngine の Web インタフェースにある中継許可対象 IP アドレスを設定してください。  

2. メールクライアント（Outlook, Eudora 等）の送信 SMTP サーバとして MailEngine を使用するよう設定し
ます。具体的には“送信 SMTP サーバ”として MailEngine のホスト名を指定してください。  

3. これで、MailEngine を経由したメール中継の準備が完了しました。  

他のプログラムで、MailEngine のディレクトリに直接メールを書き込むこともできますが、各メールの内容が異な
る場合には、SMTP を使った中継の方が遥かに高速です。  

プログラムを使ったメールの作成 

MailEngine が中継を行うのに、必ずしもメールクライアントを使用する必要はありません。他のプログラムを使っ
た中継や、MailEngine のメールキュー内のリトライ（retry）ディレクトリにメールを直接書き込むことも可能です。
ただし、メールを直接ディレクトリに書き込む方法は、1 通のメールを多くの受信者に送信する場合にのみ、しか
も上級者の方に限ってお勧めします。  
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重要：送信するメールが同一のものでない場合、プログラムで直接リトライ（retry）ディレクトリにメールを書き込
むより、メールクライアントや他のプログラムを使って、MailEngine 経由でメール中継した方が遥かに高速です。
もし、1 通のメールが多くの受信者に対して送信される場合は、どちらの方法でも同じ程度高速です。  

一般的な方法 

全てのメールジョブには ID 番号が割り当てられ、ID.dat と ID.inf という 2 つのファイルに保存されます。ID.dat フ
ァイルにはへッダ情報とメッセージ本文が、ID.inf には受信者、そしてメッセージ交信状況、リトライ間隔、MAIL 
FROM などのメタデータがそれぞれ納められています。詳しくは ID.dat ファイル、ID.inf ファイルを参照してくだ
さい。  

MailEngine は、まず.inf ファイルを先に確認するため、作成する順番としてまず.dat ファイルを、次に.inf ファイル
を作成します。こうすることで、確実に 2 つのファイルを認識させることができます。MailEngine は、無効な.inf フ
ァイルがあったり、.dat ファイルが足りない場合には、警告メッセージの後そのファイルをスキップします。  

送信ディレクトリにメールを書き込む場合には、受信（incoming）や処理中（working）ディレクトリではなく、リトラ
イ（retry）ディレクトリに書き込むようにしてください。  

TIP： MailEngine が書き込み途中のファイルを読み込まないように、まず別の（private）ディレクトリに書き込み、
ファイルをリトライ（retry）ディレクトリに（最初に.dat ファイル、それから.inf の順序で）書き込むことをお勧めしま
す。  

MailEngine にメールを中継するサンプルプログラム 

Blat を使って MailEngine にメールを中継する 

Blat は、パブリックドメインの Windows 用のコンソールユーティリティーで、Web フォームからのメール送信にも
使われています。MailEngine のインストーラにも含まれています。以下に使い方を説明します。  

1. blat.exe を\inetpub\scripts または cgi-bin にコピーしてください。  

2. サンプルフォームをお使いの Web サーバや設定に合わせて編集してください。  

 Form Action が blat.exe のあるディレクトリを指定していることを確認してください。  
 値を編集するか、VALUE=””としてフィールドを空白にしてください。  
 Blat_success と Blat_failure にはそれぞれ成功、失敗したときのメッセージの URL を入れてくださ

い。  

3. Web ブラウザからアクセスしてください。  

http://server/scripts/blat.exe/  

Blat を使った HTML ページの例  

<HTML><BODY> 

GET test:<br> 

 

<FORM ACTION="/scripts/blat.exe" METHOD="GET"> 

<!Enter your email address here> 

Sender: <INPUT TYPE="text" SIZE=“20“ NAME="Sender" VALUE="myname@mydomain.com"> 
<br> 

<INPUT TYPE="text" SIZE="20" NAME="TO" VALUE="yourname@yourdomain.com"> 

<br> 

<INPUT TYPE=“text“ SIZE="20" NAME="Blat_Subject" 
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VALUE="This is a Blat Demo!"> 

<br> 

SMTP Server: <INPUT TYPE="text" SIZE="20" NAME="SERVER" VALUE="mailengine.yourdomain.com"> 

<br> 

<INPUT TYPE="text" SIZE="20" NAME="Var2" VALUE="Var_2"> 

<br> 

<INPUT TYPE="text" SIZE="20" NAME="Var3" VALUE="Var_3"> 

<br> 

<INPUT TYPE="hidden“ NAME="Blat_success" VALUE="http://localhost/good.htm"> 
<INPUT TYPE="hidden“ NAME="Blat_failure" VALUE="http://localhost/bad.htm"> 
<INPUT TYPE="hidden“ NAME="Blat_Mime" VALUE="Y"> 
<INPUT TYPE="submit“ VALUE="submit"><BR> 
</form></BODY></HTML> 

C 言語を使って MailEngine にメールを中継する 

SM.DLL は MailEngine のインストーラに含まれているライブラリで、C 言語や C++のプログラムを使ってメールを
中継することができます。SMTEST.EXE もまたインストーラに含まれており、プログラムを使ったメールの中継の
非常に簡単な例です。1 通のメールを MailEngine に中継するのに約 1 秒もかかってしまうので、実際に業務で
使用するためのものではありませんが、時折 1 通のメールを送信するだけなら、このパフォーマンスも気になら
ないかも知れません。  

SMTEST はコンソール上で動作するアプリケーションです。BUILD.BAT ファイルを起動して、ビルドしてくださ
い。  

SMTEST.EXE の動作には、3 つのコマンドラインパラメータを必要とします。  

宛先メールアドレス  

メッセージを受信する MailEngine または SMTP サーバのホスト名  

ASCII 形式のテキストメッセージのファイル名  

例：  

smtest someone@somewhere.com 127.0.0.1 readme.txt 

SMTEST 速度について 

SMTEST.EXE を 100 のスレッド（smtest.c の main()で一行のコメントをはずすだけ）で実行した場合、MailEngine
（同じマシンで稼働）へ送り込む平均中継速度は 1 時間に 225,000 通でした。この速度は、他のマシンからメー
ルの中継を行ったり、送信接続数の上限で同時送信の数を調整することで、さらに向上すると思われます。こ
の例では、毎送信時にメールの本文を再度読み込んでいます。  

全てのメールが受信されるよう、ローカルドメイン名の設定では“@”を指定してありますが、受信メールの保存
は設定していませんので保存されません。MailEngine は“test”コマンドラインオプションで動作させ、誤ってメー
ルが送信されないようにしてあります。  

2001/01/24 14:40:49 401 recv [401 inbound, 0 relay] (206228/h avg, 4971 total) 

2001/01/24 14:40:54 219 recv [219 inbound, 0 relay] (197100/h avg, 5190 total) 

2001/01/24 14:40:58 272 recv [272 inbound, 0 relay] (244800/h avg, 5462 total) 

2001/01/24 14:41:03 273 recv [273 inbound, 0 relay] (245700/h avg, 5735 total) 

2001/01/24 14:41:07 228 recv [228 inbound, 0 relay] (205200/h avg, 5963 total) 

2001/01/24 14:41:11 251 recv [251 inbound, 0 relay] (225900/h avg, 6214 total) 
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2001/01/24 14:41:15 281 recv [281 inbound, 0 relay] (252900/h avg, 6495 total) 

2001/01/24 14:41:22 390 recv [390 inbound, 0 relay] (234000/h avg, 6885 total) 

2001/01/24 14:41:26 264 recv [264 inbound, 0 relay] (237600/h avg, 7149 total) 

2001/01/24 14:41:30 270 recv [270 inbound, 0 relay] (243000/h avg, 7419 total) 

2001/01/24 14:41:35 206 recv [206 inbound, 0 relay] (185400/h avg, 7625 total) 

2001/01/24 14:41:39 279 recv [279 inbound, 0 relay] (251100/h avg, 7904 total) 

2001/01/24 14:41:43 221 recv [221 inbound, 0 relay] (198900/h avg, 8125 total) 

OCX を使って MailEngine にメールを中継する 

Mabry software（http://www.mabry.com/）は SMTP/X という Windows 用の OCX ツールを販売しています。これ
は、どの OCX 対応プログラムからでも高速なメールの中継を可能にするツールです。  

SMTP/X は、Visual Basic 5.0（かそれ以降）そして Visual C++ 5.0（かそれ以降）、Access 95（かそれ以降）、 
Visual FoxPro 5.0（かそれ以降）と互換性があります。詳しくは、Mabry software の Web サイトをご参照ください。 
（http://www.mabry.com/smtpx） サンプルコピーは次の URL からダウンロードしてください。 
http://www.mabry.com/smtpx  

SMTP/X テスト 

SMTP/X からのメール中継をテストするために小さなプログラムを使います。全てのメールが受信されるよう、
ローカルドメイン名の設定では“@”を指定してありますが、受信メールの保存は設定していませんので保存され
ません。MailEngine は“test”コマンドラインオプションで動作させ、実際にはメールが送信されないようにしてあ
ります。  

下記の SMTP/X Visual Basic サンプルプログラムではボタンを追加しています。  

Private Sub Command3_Click() 

smtp.ConnectionType = SMTPConnection 

smtp.Host = “localhost“ 
smtp.Blocking = True 

smtp.Connect 

Dim x 

For x = 0 To 5000 

smtp.SendMail "someone@somewhere.com", "another@elsewhere.com", "test message", 

"body text", "" 

Next x 

smtp.Disconnect 

End Sub 

SMTP/X プログラムは MailEngine と同じマシンで動作させています。SMTP/X は CPU 能力の 80%を使用しまし
たが、1 時間に 115,000 通のメールを配送しました。  

2001/01/24 11:09:22 363 recv [363 inbound, 0 relay] (118800/h avg, 387 total) 

2001/01/24 11:09:33 390 recv [390 inbound, 0 relay] (127636/h avg, 777 total) 

2001/01/24 11:09:44 368 recv [368 inbound, 0 relay] (120436/h avg, 1145 total) 

2001/01/24 11:09:55 378 recv [378 inbound, 0 relay] (123709/h avg, 1523 total) 

2001/01/24 11:10:08 307 recv [307 inbound, 0 relay] (100472/h avg, 1830 total) 

2001/01/24 11:10:19 369 recv [369 inbound, 0 relay] (120763/h avg, 2199 total) 

2001/01/24 11:10:30 361 recv [361 inbound, 0 relay] (118145/h avg, 2560 total) 

2001/01/24 11:10:44 336 recv [336 inbound, 0 relay] (109963/h avg, 2896 total) 

SMTP/X プログラムを MailEngine とは別のマシンから動作させたところ、配送速度はかなり低下（1 時間に約
20,000 通）してしまいました。今回のテストでは配送速度の低下についての調査は行いませんでした。  
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このテストプログラムは、SMTP/Xの非ブロックモード（non-blocking mode）、またはSendMessage API を使用す
ることで、多くの方法での最適化が可能と考えられます。  

Java を使って MailEngine にメールを中継する 

インストーラには、TCP/IP 経由で MailEngine にメールを中継する Java プログラムのソースコードが入っていま
す。ソースコードには、ライブラリと利用方法をデモするサンプルプログラムが含まれています。  

プログラムを使ってメールキュー（mailq）にメールを書き込む 

Perl を使ってメールキュー（mailq）にメールを書き込む 

インストーラにはサンプル Perl モジュールが含まれています。このモジュールを使ってリトライ（retry）キューにメ
ールを書き込み、MailEngineに配送させることができます。このPerlモジュールは、インタフェースの詳細を省い
て抽出するため、数少ないパラメータを渡すだけでメールを作成することが可能です。このモジュールを使用す
るには、まずMailEngineが使用しているメールキュー（mailq）ディレクトリ（通常はmailengine/mailq）、そしてその
後にメールの全てのキー/値ペアの連想配列を渡します。下記の連想配列を指定する必要があります。  

%mail = (  

MailFrom => "joe\@hotmail.com",  

RcptToSend => "munster\@yahoo.com,dracula\@aol.com",  

Headers => "joe\@hotmail.com", 

Body => "Message text", 

);  

下記のように&sendMessage を呼び出してください。  

&sendMessage("/opt/mailengine/mailq", %mail);  

このプログラムは MailEngine のインストーラに含まれています。  

C 言語を使ってメールキュー（mailq）にメールを書き込む 

インストーラには、C 言語のサンプルプログラムとそれに付属する.h ファイルが含まれています。このプログラム
でリトライ（retry）キューにメールを書き込み、MailEngine に配送させることができます。この C 言語プログラムは、
できるだけインタフェースの詳細を省いて抽出するため、数少ないパラメータを渡すだけでメールを作成するこ
とが可能です。このプログラムを使用するには、まず MailEngine が使用しているメールキュー（mailq）ディレクト
リ（通常は mailengine/mailq）、そしてその後にメールの structs を渡します。下記の structs を指定する必要が
あります。  

message.MailFrom = "friend@yahoo.com"; 

message.RcptToSend = "somebody@excite.com,elsebody@excite.com"; 

message.Headers = header; 

message.Body = body; 

下記のように sendMessage を呼び出してください。  

#ifndef WIN32 

retval = sendMessage("/opt/me/mailq",&message); 

#else 

retval = sendMessage("c:\\mailengine\\mailq",&message); 

#endif 

このプログラムは MailEngine のインストーラに含まれています。  
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MailEngine でのメールの受信方法 

MailEngine は Mail Deliver Agent ですが、各メールボックスへのメールの配送は行いません。ローカルドメイン名
宛のメールは、受信して受信（incoming）ディレクトリに保存します。  

1. Web インタフェースから、MailEngine が受け付けるメールの ローカルドメイン名 を指定します。例えば、
お使いの MailEngine サーバのドメイン名が mailengine.acme.com だとすると、そのドメイン名へのメー
ルを受け付けるよう指定することができます。設定を@（アットマーク）にすると（メールアドレスには@マ
ークが含まれるため）、全てのメールは受信すべきローカルメールとして処理されます。  

2. 管理 Web インタフェースから、 受信メールの保存 を有効にします。この機能が有効になっていなけ
れば、受信メールは保存されません。  

3. 必要に応じて、 受信メールの保存時間 を調整します。デフォルト設定では、受信メールは 60 分間保
存されるように設定されていてます。受信メールを削除しないようにするには“0”を指定してください。  

4. MailEngine を一度停止して、再起動します。これで、MailEngine は指定したローカルドメイン名へのメー
ルを受信して、\mailengine\mailq\incoming ディレクトリに保存します。詳しくは受信（incoming）ディレク
トリをご参照ください。  

メールの保存方法の概要 

メールキューディレクトリ メールは mailengine/mailq ディレクトリに保存されます。中継されるメールは受信
（incoming）ディレクトリには保存されません。受信（incoming）ディレクトリには、 ローカルドメイン名に指定され
たアドレス宛のメールに使用されます。 中継されるメールは、中継処理が行われている間、または中継時にデ
ィスクを使用を有効にしている場合に、 処理中（working） ディレクトリに現れます。何らかの理由ですぐに送信
できない場合やプログラムを使ってメールキューディレクトリに直接メールを書き込んでいる場合は、 リトライ
（retry）ディレクトリに現れます。MailEngine が送信終了したメール、またはリトライ処理の終わったメールは処
理済み（done）ディレクトリに保存されます。  

MailEngine は、ディスク容量を節約し処理効率を上げるために、デフォルト設定ではメールを保存しません。こ
れを Web インタフェースからメールを保存するように設定することもできます。メールキューディレクトリや、サブ
ディレクトリが無い場合、MailEngine はこれらのディレクトリを自動的に作成します。  

メールキューディレクトリ内のメールの配送を中止したい場合、まず MailEngine を停止します。リトライ（retry）デ
ィレクトリと処理中（working）ディレクトリを削除して、最後に MailEngine を再起動してください。 

メールキュー（mailq）ディレクトリディレクトリ：  

 処理済み（done）ディレクトリ 
 受信（incoming）ディレクトリ 
 リトライ（retry）ディレクトリ 
 処理中（working）ディレクトリ 

メール保存形式 

全てのメールジョブには ID 番号が割り当てられ、ID.dat と ID.inf という 2 つのファイルに保存されます。ID.dat フ
ァイルにはへッダ情報とメッセージ本文が、ID.inf には受信者、そしてメッセージ交信状況、リトライ間隔、MAIL 
FROM などのメタデータがそれぞれ納められています。 メール保存形式：  

 ID.dat ファイル 
 ID.inf ファイル 
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メールキューディレクトリ 

処理済み（done）ディレクトリ 

正常に配送された後のメール、または MailEngine が指定のリトライを終えたメールについては、処理済みと判
断されます。デフォルト設定では、MailEngine は処理済みのメールを保存しません。保存したい場合は、Web イ
ンタフェースを使って 処理済みメールの保存と処理済みメールの保存時間 を設定してください。  

処理済みメールは、ID.dat ファイルと ID.inf ファイルという 2 つのファイルで保存されます。 

受信（incoming）ディレクトリ 

SMTP 経由で受信したメールのうち、 ローカルドメイン名 として指定されているホスト宛のメールだけが、受信
メールとして分類されます。  

例えば、hostname.yourcompany.com がローカルドメイン名として指定されている場合、
hostname.yourcompany.com に送られたメールは全て受信され、受信（incoming）ディレクトリに保存されます。こ
のメールは、ホスト名が 中継許可対象 IP アドレス に指定されていない限り、中継されることはありません。一
般的には、バウンスメールや配送中止リクエストメールなどが受信（incoming）ディレクトリに残ります。  

デフォルト設定では、MailEngine は受信メールを保存しません。受信（mailq/incoming）ディレクトリに保存する場
合には、 受信メールの保存や 受信メールの保存時間 で設定を行ってください。  

受信したメールは 2 つのファイル（ ID.dat ファイルと ID.inf ファイル）として保存されます。 

リトライ（retry）ディレクトリ 

MailEngine が直ちにメールを送信できなかった場合には、後に再送信するためにリトライ（retry）ディレクトリに
保存されます。 

リトライの回数と間隔は、送信リトライ間隔で指定されます。  

外部のプログラムを使って直接メールをディクスに書き込む場合には、リトライ（retry）ディレクトリに書き込むよ
うにしてください。  

リトライメールは 2 つのファイル（ID.dat と ID.inf）に保存されます。リトライ（retry）ディレクトリに直接書き込むメー
ルには、この 2 つが必ず含まれることを確認してください。  

処理中（working）ディレクトリ 

処理中（working）ディレクトリには、MailEngine が現在送信中のメールが納められています。  

デフォルト設定では、SMTP 経由で中継される全てのメールはメモリ上で処理されますが、これは初回送信時に
限られます。MailEngine が再送信作業をしている間は、リトライされるメールは処理中（working）ディレクトリに
現れます。  

中継するメールについて、初回送信時から処理中（working）ディレクトリに保存したい場合には、必ず中継時に
ディスクを使用を設定してください。大量のメールを配送している時に、この機能を使用すると大幅な速度の低
下につながります。これは書き込みキャッシュ RAID ドライブを使用することで、ある程度改善されます。  

外部プログラムを使って、直接メールをディスクに書き込む場合には、処理中（working）ディレクトリではなく、リ
トライ（retry）ディレクトリに書き込むようにしてください。  

処理中のメールは 2 つのファイル（ID.dat ファイルと ID.inf ファイル）として保存されます。  
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メールの保存形式 

ID.dat ファイル 

メールキュー（/mailq ）ディレクトリに保存される各メールは、ID を割り当てられて、ID.dat ファイルと ID.inf ファイ
ルという 2 つのファイルで保存されます。ID.dat ファイルにはへッダーと本文が一つになったものが納められま
す。送信作業や送信完了時にはファイルの位置が移動しますが、MailEngine はこのファイルを読み込むだけで、
変更を加えることはありません。  

以下は.dat ファイルのサンプルです。  

./mailq/done/P1586T1800C3@tom.lyris.com.dat  

From: "Thomas Middleton" <tmiddleton@lyris.com> 

Organization: Lyris Technologies Inc. 

To: dwebster@lyris.com 

Date: Fri, 22 Dec 2000 16:28:56 -0800 

MIME-Version: 1.0 

Content-type: text/plain; charset=US-ASCII 

Content-transfer-encoding: 7BIT 

Subject: A test message 

Priority: normal 

X-mailer: Pegasus Mail for Win32 (v3.12b) 

 

Testing Lyris MailEngine.  

ID.inf ファイル 

メールキュー（/mailq ）ディレクトリに保存される各メールは、ID を割り当てられて、ID.dat ファイルと ID.inf ファイ
ルという 2 つのファイルで保存されます。  

ID.inf ファイルの内容は、メール送信に必要なテキストファイルとメタデータで、キー:値ペアの形式で表示されま
す。処理済み（done）ディレクトリのサンプル.inf ファイルを以下に挙げます。  

./mailq/done/P1576T1800C3@tom.lyris.com.inf  

log=2000/12/22 16:29:00: Finished send attempt 1, sent to 1 of 1 recipients, now done sending|  

mailfrom=tmiddleton@lyris.com 

messageid=P1576T1800C3@tom.lyris.com 

priority=6 

rcptsent=dwebster@lyris.com, 

retrytime=20001222165900 

sendtries=1 

status=done 

timecreated=2000/12/22 16:29:00 

timefinished=2000/12/22 16:29:00 

ID.inf キー：値 ペア 

全てのメッセージに共通の ID.inf 情報 

MessageId= このメッセージのメッセージ ID です。ここでの MessageId= は、内部 ID であるメールへッダーにあ
る ID とは同じではありません。ID.inf や ID.dat のファイル名から拡張子を除いたものと同じです。例：  
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messageid=P1576T1800C3@tom.lyris.com 

Log= わかりやすい形式の送信作業ログです。 例：  

log=2000/12/22 16:29:00: Finished send attempt 1, sent to 1 of 1 recipients, now done sending  

TimeCreated= メッセージを作成した日付と時間のスタンプです。YYYY/MM/DD HH:MM:SS 形式で表記されま
す。例：  

timecreated=2000/12/22 16:29:00 

MailFrom= SMTP Mail From：メッセージ送信時に使用されます。 例：  

mailfrom=tmiddleton@lyris.com 

受信メッセージのみの ID.inf 情報 

Helo= 最初に SMTP 中継要求から得た HELO テキストです。 例：  

helo=hostname.lyris.com  

PeerTcpip= MailEngine にメールを送信したホストの IP アドレスです。 例： 

peertcpip=123.45.67.8  

PeerHostname= MailEngine にメールを送信したホストのホスト名です。 例：  

peerhostname=123.45.67.8  

LocalHostname= メールを受信したローカルマシンのホスト名です。MailEngine が複数 IP アドレスからの受信を
受け付けていなければ、全ての受信メールで同じ値になります。複数 IP アドレスから受信を受け付けている場
合には、LocalHostname の値からどのローカルホストがそのメールを受信したかを特定することができます。 
例：  

localhostname=127.0.0.1  

LocalTcpip= そのメールを受信したローカルマシンの IP アドレスです。MailEngine が複数 IP アドレスからの受
信を受け付けていなければ、全ての受信メールで同じ値になります。複数 IP アドレスから受信を受け付けてい
る場合には、LocalTcpip の値からどのローカルホストがそのメールを受信したかを特定することができます。 
例：  

localtcpip=127.0.0.1 

DataSize= メールのデータ部分のバイト数です。 例： 

datasize=1453  

送信メッセージのみの ID.inf 情報 

TimeFinished= 前回送信しようとした時、または送信終了した時の日付と時間のスタンプです。 例：  

timefinished=2001/01/23 16:47:56  

Priority= メッセージの相対的な重要度を表す 0 から 99 までの数字です。重要度は 0 が最も高く、99 が最も低く
なっています。MailEngine は、リトライを繰り返す毎にこの値を 1 づつ増やして、重要度を下げていきます。つま
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り、リトライメールは新しいメールよりも優先度が低く設定されます。 例：  

priority=6  

RetryTime= 次のリトライの日付と時間です。YYYYMMDDHHMMSS 形式で表記され、桁数が足りない場合には
0 を使います。 例：  

retrytime=20010123171756  

SendTries= これまでに行った送信作業の回数です。 例：  

sendtries=1  

RcptToSend = これからメールを送信するべきアドレスです。コンマで区切られたアドレスリストで、スペースは
ありません。これにはすでに送信済みの宛先は含まれません。例：  

rcpttosend=bassanio@lyris.com,lysander@lyris.com  

RcptSent= メールをすでに受信しているアドレスです。コンマで区切られたアドレスリストで、スペースはありま
せん。 例：  

rcptsent=helena@lyris.com  

RcptFailed= 重大なエラー（ハードバウンス）のために受信できなかったアドレスです。コンマで区切られたアド
レスリストで、スペースはありません。例：  

rcptfailed=no@one@lyris.com  

RcptTransient= 断続的なエラー（ソフトバウンス）のために受信できなかったアドレスです。コンマで区切られた
アドレスリストで、スペースはありません。例：  

rcpttransient=angelo@lyris.com  

シリアル番号について 

シリアル番号があれば、お使いの MailEngine で 1 時間あたりにある一定の配送能力でメールの受信または送
信を行うことができます。しかし、ここでのライセンス上の速度はその配送速度を保証するものではありません。
実際の配送速度は、お使いのハードウェア構成、メールサイズ、インターネット接続の品質、その他の要因に左
右される可能性があります。MailEngine の動作条件で、お使いのシステム構成と環境が適切かどうかご確認く
ださい。配送速度がお持ちのシリアル番号の限界に達すると、ログファイルに以下のようなメッセージが残され
ます。  

Your mailing speed has reached 200000 messages per hour, but your system 

is capable of delivering email faster than that. With a higher capacity  

MailEngine license, you could be sending email even faster. Contact your  

Lyris Account Representative for a free evaluation serial number to see  

just how much faster you could go. 

（1 時間あたりの配送速度が 200000 メールに達しました。お使いのシステム構成のメール配送能力にはまだ余
力があり、より高い配送能力の MailEngine ライセンスお使い頂ければ、さらにパフォーマンスの向上が可能で
す。より高い配送能力の無料試用ライセンスで、どれだけ高速配送が可能なのか是非お試しください。無料試
用ライセンスについては Synaptive までお問い合わせください） 

お使いの MailEngine の速度がライセンスされた配送能力の限界に達し、より高い配送能力のライセンスをご希
望の場合は、sales@synaptive.com までお問い合わせください。  

mailto:sales@synaptive.com
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MailEngine へのメールの供給 

メールの中継とディスクへの書き込みの違い 

各メールの内容が異なる場合、MailEngine にメールを供給する手段としてプログラムでディスクに直接書き込む
方法は、メールを SMTP 中継するのに比べ、大幅に速度が低下します。しかし、多くの宛先に対して同一内容
のメールを送信する場合には、ディスクに直接書き込む方法でもSMTP中継とほぼ同程度の速度で配信されま
す。  

このように、メールの内容が同一でなくかつ配送速度が重要な場合には、MailEngine へのメールの供給方法と
して SMTP 中継をお勧めします。これで速度の低下を招くハードディスクへの書き込みを避けることが可能で
す。  

MailEngine に高速にメールを中継する方法 

MailEngine が高速なメール中継をするためには、まずメールを高速に受信する必要があります。弊社で行った
テストでは、2 台のコンピュータを使ってもう 1 台のコンピュータで稼働する MailEngine にメールを中継しました。
そしてそのコンピュータで並行送信の数が最適化されている場合に、より高速な配送が可能であることが証明
されています。  

後述する弊社でのテストでは、MailEngine がメールを最も高速に受信する具体例をあげます。お使いのシステ
ムのテスト、設定、微調整する際の参考にしてください。MailEngine にメールを供給する速度を最適化すること
で、MailEngine の配送能力を最大限に引き出すことができます。  

結果の概要：2 台のコンピュータを使って、1 時間に 456,000 通の中継を、同じく 3 台では 1 時間に 632,000 通の
メールの中継を達成しました。  

テスト環境構成 

このテストには、弊社のリストサーバプログラムである ListManager v4.0 を使用して、全てのメールの中継を
MailEngine 経由で行いました。デフォルト設定では、ListManager はコマンドラインコマンド“lyris maxperip 300”
を使って、IP アドレスあたり 300 接続に変更します（デフォルト設定では、ListManager は IP アドレスあたり 20
接続までに制限されている）。また、ListManager は GUI の“Server Config”ページで、300 の並行送信を使用す
るように設定します。  

このテストでは 3 台のコンピュータを使用しました。3 台とも 10Mbit イーサネットネットワークに接続されていま
す。  

MailEngine システム構成は、Pentium III 650MHz、386MB RAM、36GB IBM SCSI3 ハードドライブ、Adaptec 
2940uw コントローラで、OS は Windows 2000 Pro で稼働しています。  

最初の ListManager システム 1 は、IBM a21p ThinkPad（Pentium III 750Mhz、386MB RAM、Windows 2000 Pro）
で、2 台目の ListManager システム 2 は AMD-400 クローン、386MB RAM、9GB IBM SCSI3 ハードドライブ、
Adaptec 2940uw コントローラで、OS は WindowsNT4 で稼働しています。  

テストに十分なメールの流れを作るために、500,000 メンバーリストに対して 4K バイトのメールを送りました。  

MailEngine 側の ローカルドメイン名 設定は“@”にして、全てのメールを受信するようにしましたが、 受信メー
ルの保存 は設定しなかったので、受信メールは保存されません。また、MailEngine は“test”コマンドラインオプ
ション で稼働し、誤って実際にメールが送信されないようにしました。  

細かく処理を監視できるよう、配送速度統計は 5 秒間隔にレポートされるよう設定しました。  

テストその 1：2 台のコンピュータを使用 
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この構成では MailEngine に 1 台のコンピュータを使用し、もう 1 台から MailEngine にメールを中継するようにし
ました。ListManager システム 1 では、ListManager が 300 の並行送信よりも速く中継しないことがわかりました。
この並行送信の数は、異なる設定（150, 200, 300, 400, 500）を試し、MailEngine の受信速度をログに残すことで
明らかになりました。  

MailEngine への中継を最適化する場合には、送信メールの量を変更していくつか同時送信の値を試すことをお
勧めします。同時送信する量を増やし続けると、ある時点を境に配送速度は低下しますので、送信が多いほど
いいとは限りません。  

この構成では、ListManager は 85MB の RAM と CPU 能力の 67%を使用していました。  

MailEngine はこのコンピュータからのメール受信時に、平均受信速度で 1 時間に 456,000 通を達成しました。
MailEngine は 8MB の RAM と CPU 能力の 45%を使用していました。  

速度統計の詳細：  

2001/01/13 21:53:17 819 recv [819 inbound, 0 relay] (491400/h avg, 2232 total) 

2001/01/13 21:53:23 802 recv [802 inbound, 0 relay] (481200/h avg, 3034 total) 

2001/01/13 21:53:29 759 recv [759 inbound, 0 relay] (455400/h avg, 3793 total) 

2001/01/13 21:53:35 800 recv [800 inbound, 0 relay] (480000/h avg, 4593 total) 

2001/01/13 21:53:42 772 recv [772 inbound, 0 relay] (463200/h avg, 5365 total) 

2001/01/13 21:53:48 795 recv [795 inbound, 0 relay] (477000/h avg, 6160 total) 

2001/01/13 21:53:54 803 recv [803 inbound, 0 relay] (481800/h avg, 6963 total) 

2001/01/13 21:54:00 771 recv [771 inbound, 0 relay] (462600/h avg, 7734 total) 

2001/01/13 21:54:06 754 recv [754 inbound, 0 relay] (452400/h avg, 8488 total) 

2001/01/13 21:54:12 749 recv [749 inbound, 0 relay] (449400/h avg, 9237 total) 

2001/01/13 21:54:18 766 recv [766 inbound, 0 relay] (459600/h avg, 10003 total) 

2001/01/13 21:54:24 799 recv [799 inbound, 0 relay] (479400/h avg, 10802 total) 

2001/01/13 21:54:30 743 recv [743 inbound, 0 relay] (445800/h avg, 11545 total) 

2001/01/13 21:54:36 803 recv [803 inbound, 0 relay] (481800/h avg, 12348 total) 

2001/01/13 21:54:42 726 recv [726 inbound, 0 relay] (435600/h avg, 13074 total) 

2001/01/13 21:54:48 704 recv [704 inbound, 0 relay] (422400/h avg, 13778 total) 

2001/01/13 21:54:54 776 recv [776 inbound, 0 relay] (465600/h avg, 14554 total) 

2001/01/13 21:55:00 747 recv [747 inbound, 0 relay] (448200/h avg, 15301 total) 

2001/01/13 21:55:06 743 recv [743 inbound, 0 relay] (445800/h avg, 16044 total) 

2001/01/13 21:55:13 794 recv [794 inbound, 0 relay] (476400/h avg, 16838 total) 

2001/01/13 21:55:19 742 recv [742 inbound, 0 relay] (445200/h avg, 17580 total) 

2001/01/13 21:55:25 671 recv [671 inbound, 0 relay] (402600/h avg, 18251 total) 

2001/01/13 21:55:31 676 recv [676 inbound, 0 relay] (405600/h avg, 18927 total) 

2001/01/13 21:55:37 763 recv [763 inbound, 0 relay] (457800/h avg, 19690 total) 

2001/01/13 21:55:43 752 recv [752 inbound, 0 relay] (451200/h avg, 20442 total) 

2001/01/13 21:55:49 767 recv [767 inbound, 0 relay] (460200/h avg, 21209 total) 

2001/01/13 21:55:55 781 recv [781 inbound, 0 relay] (468600/h avg, 21990 total) 

2001/01/13 21:56:01 746 recv [746 inbound, 0 relay] (447600/h avg, 22736 total) 

2001/01/13 21:56:07 761 recv [761 inbound, 0 relay] (456600/h avg, 23497 total) 

テストその 2：3 台のコンピュータを使用 

この構成では、MailEngine に 1 台のコンピュータを使用し、他の 2 台から MailEngine への中継を行いました。  

ListManager システム 1 は 100MB の RAM と CPU 能力の 76%を使用していました。  

ListManager システム 2（システム 1 より低速な AMD-400）は 100MB の RAM と CPU 能力の 87%を使用していま
した。CPU 速度が低速なため、ListManager は並行送信を 300 ではなく、200 に設定した方が多くのメールを中
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継することできました。対照的に、高速の ListManager システム 1 では送信接続の上限を高く設定することで、
より高速にメールを中継することができました。これは、負荷の少ない場合には低速のコンピュータでも良い結
果が出せるという例です。  

2 台のコンピュータからメールを受信した場合、MailEngine は平均で 1 時間に 632,000 通を達成しました。
MailEngine は 10MB の RAM と CPU 能力の 65%を使用していました。  

2 台のコンピュータの中継速度は 1 台づつの速度の合計でないことにご注意ください。この原因は、10Mbit ネッ
トワークを使って各コンピュータを接続した為と考えられます（このテスト時にはイーサネットパケットの衝突が
非常に多かった）。これで、MailEngine 側のコンピュータで、CPU 負荷が 65%までしか上がらなかったことも説明
がつきます。  

速度統計の詳細：  

2001/01/13 22:02:59 1028 recv [1028 inbound, 0 relay] (616800/h avg, 80049 total) 

2001/01/13 22:03:05 1047 recv [1047 inbound, 0 relay] (628200/h avg, 81096 total) 

2001/01/13 22:03:11 1068 recv [1068 inbound, 0 relay] (640800/h avg, 82164 total) 

2001/01/13 22:03:17 1041 recv [1041 inbound, 0 relay] (624600/h avg, 83205 total) 

2001/01/13 22:03:23 1046 recv [1046 inbound, 0 relay] (627600/h avg, 84251 total) 

2001/01/13 22:03:29 1003 recv [1003 inbound, 0 relay] (601800/h avg, 85254 total) 

2001/01/13 22:03:35 1061 recv [1061 inbound, 0 relay] (636600/h avg, 86315 total) 

2001/01/13 22:03:41 1038 recv [1038 inbound, 0 relay] (622800/h avg, 87353 total) 

2001/01/13 22:03:47 1022 recv [1022 inbound, 0 relay] (613200/h avg, 88375 total) 

2001/01/13 22:03:53 1012 recv [1012 inbound, 0 relay] (607200/h avg, 89387 total) 

2001/01/13 22:03:59 1033 recv [1033 inbound, 0 relay] (619800/h avg, 90420 total) 

2001/01/13 22:04:05 1007 recv [1007 inbound, 0 relay] (604200/h avg, 91427 total) 

2001/01/13 22:04:11 1041 recv [1041 inbound, 0 relay] (624600/h avg, 92468 total) 

2001/01/13 22:04:17 1004 recv [1004 inbound, 0 relay] (602400/h avg, 93472 total) 

2001/01/13 22:04:24 1022 recv [1022 inbound, 0 relay] (613200/h avg, 94494 total) 

2001/01/13 22:04:30 1063 recv [1063 inbound, 0 relay] (637800/h avg, 95557 total) 

2001/01/13 22:04:36 1012 recv [1012 inbound, 0 relay] (607200/h avg, 96569 total) 

2001/01/13 22:04:42 1062 recv [1062 inbound, 0 relay] (637200/h avg, 97631 total) 

2001/01/13 22:04:48 1158 recv [1158 inbound, 0 relay] (694800/h avg, 98789 total) 

2001/01/13 22:04:54 1026 recv [1026 inbound, 0 relay] (615600/h avg, 99815 total) 

2001/01/13 22:05:00 1131 recv [1131 inbound, 0 relay] (678600/h avg, 100946 total) 

2001/01/13 22:05:06 998 recv [998 inbound, 0 relay] (598800/h avg, 101944 total) 

2001/01/13 22:05:12 1069 recv [1069 inbound, 0 relay] (641400/h avg, 103013 total) 

2001/01/13 22:05:18 1130 recv [1130 inbound, 0 relay] (678000/h avg, 104143 total) 

2001/01/13 22:05:24 1025 recv [1025 inbound, 0 relay] (615000/h avg, 105168 total) 

2001/01/13 22:05:30 1050 recv [1050 inbound, 0 relay] (630000/h avg, 106218 total) 

2001/01/13 22:05:36 1113 recv [1113 inbound, 0 relay] (667800/h avg, 107331 total) 

2001/01/13 22:05:42 1053 recv [1053 inbound, 0 relay] (631800/h avg, 108384 total) 

2001/01/13 22:05:48 1003 recv [1003 inbound, 0 relay] (601800/h avg, 109387 total) 

2001/01/13 22:05:55 1113 recv [1113 inbound, 0 relay] (667800/h avg, 110500 total) 

2001/01/13 22:06:01 1051 recv [1051 inbound, 0 relay] (630600/h avg, 111551 total) 

2001/01/13 22:06:07 1111 recv [1111 inbound, 0 relay] (666600/h avg, 112662 total) 

2001/01/13 22:06:13 1113 recv [1113 inbound, 0 relay] (667800/h avg, 113775 total) 

2001/01/13 22:06:19 1108 recv [1108 inbound, 0 relay] (664800/h avg, 114883 total) 

2001/01/13 22:06:25 1016 recv [1016 inbound, 0 relay] (609600/h avg, 115899 total) 

2001/01/13 22:06:31 1084 recv [1084 inbound, 0 relay] (650400/h avg, 116983 total) 

2001/01/13 22:06:37 1097 recv [1097 inbound, 0 relay] (658200/h avg, 118080 total) 

2001/01/13 22:06:44 1019 recv [1019 inbound, 0 relay] (611400/h avg, 119099 total) 

2001/01/13 22:06:50 1066 recv [1066 inbound, 0 relay] (639600/h avg, 120165 total) 

2001/01/13 22:06:56 1078 recv [1078 inbound, 0 relay] (646800/h avg, 121243 total) 
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2001/01/13 22:07:02 1034 recv [1034 inbound, 0 relay] (620400/h avg, 122277 total) 

2001/01/13 22:07:08 975 recv [975 inbound, 0 relay] (585000/h avg, 123252 total) 

2001/01/13 22:07:14 990 recv [990 inbound, 0 relay] (594000/h avg, 124242 total) 

2001/01/13 22:07:20 1092 recv [1092 inbound, 0 relay] (655200/h avg, 125334 total) 

2001/01/13 22:07:26 1060 recv [1060 inbound, 0 relay] (636000/h avg, 126394 total) 

2001/01/13 22:07:32 1073 recv [1073 inbound, 0 relay] (643800/h avg, 127467 total) 

2001/01/13 22:07:38 1091 recv [1091 inbound, 0 relay] (654600/h avg, 128558 total) 

送信接続数の上限の最適化について 

送信接続の概要 

MailEngine が最も高速な配送を行うには、送信接続数の上限（並行送信）が、お使いの OS とハードウェアの能
力に合わせて適切に設定されていることが重要です。  

次のセクションでは、MailEngineの送信接続数の上限について各プラットフォーム別の推奨する設定をご紹介し
ます。また、UNIX プラットフォームにおいて、MailEngine でより多くの送信接続数の上限を許可して、ファイルデ
ィスクリプタの数を増加させる方法を解説します。  

ここで紹介する推奨設定は、このマニュアルの執筆時点での、標準的なハードウェアで動作する動作条件上の
OS のバージョンでは適切です。しかし、OS は常に改良されているために、この設定が適切でなくなってしまう
場合があることにご注意ください。  

非常に高いパフォーマンスをご希望の場合は、この送信接続数の上限設定を使って、どの設定が最もよい結
果を出すか実験をされることを、お勧めします。  

Linux の送信接続数の上限 

Linux では、1 つのプロセスに使用できるディスクリプタの数は 4096 になっています。送信接続数の上限を 500
以上に設定したい場合には、MailEngine のプロセスに使われるディスクリプタの数を必ず増やしてください。ディ
スクリプタの数を増やさなければ、MailEngine は次のエラーを返します。  

Warning: you are out of file descriptors. 

Performance may be very poor until you increase them. Try lowering  

the number of mail sends. 

(警告：ファイルディスクリプタが足りません。ディスクリプタを増やすまでは、パフォーマンスが非常に悪くなる可
能性があります。メール送信の数を減らしてみてください。) 

このメッセージは、送信接続数の上限を減らさなくてはいけないという意味です。ただし、Linux ではディスクリプ
タの数を増やすことができますので、送信接続数の上限を増やすことも可能です。  

ディスクリプタの数を 8192 に増やしたいとき  

echo 8192 > /proc/sys/fs/file-max (システム全体の制限) 

ulimit -n 8192 (このシェルのみ) 

“ulimit -n”コマンドで、この設定が変更されているか確認することができます。 

root@linux4:/# ulimit -n 

8192 

弊社のテストでは、ディスクリプタの数を増やし、送信接続数の上限を 2000 に設定した場合でも、単独の Linux
システムではMailEngineの安定性に問題ありませんでした。しかし、RAIDLinuxシステムでは、送信接続数の上
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限を900以上に設定した場合に問題が生じました。このことからLinuxシステムのように信頼性が高く、多くの送
信接続を扱うことのできる一般的なハードウェアの方が、メールを高速に配送できると考えられます。  

弊社での Linux を使った配送速度テスト 

テストでは Linux を使って 1 つのメールを多くの宛先に送信しました。2 つの DNS サーバを使い、送信接続数の
上限を 500 に設定した時、配送速度は 1 時間に約 250,000 通でした。  

使用したテストマシンの構成は、Pentium II 350Mhz、384MB の RAM、9GB SCSI3 IBM ハードドライブ、Adaptec 
2940UW コントローラです。  

以下はログのサンプルです。  

2000/12/21 13:40:31 445 sent (267000/h avg, 7960 total) 

2000/12/21 13:40:37 459 sent (275400/h avg, 8419 total) 

2000/12/21 13:40:43 478 sent (286800/h avg, 8897 total) 

2000/12/21 13:40:49 384 sent (230400/h avg, 9281 total) 

Solaris の送信接続数の上限 

Solaris では、1 つのプロセスに使用できるディスクリプタの数は 64 になっています。MailEngine のプロセスには
これを最低でも 1024（推奨値は 4096）に増やす必要があります。ディスクリプタの数を増やさなければ、
MailEngine は次のエラーを返します。  

Warning: you are out of file descriptors.  

Performance may be very poor until you increase them. Try lowering the number of mail sends. 

(警告：ファイルディスクリプタが足りません。ディスクリプタを増やすまでは、パフォーマンスは非常に悪くなる可
能性があります。メール送信の数を減らしてみてください。) 

Solaris の場合、MailEngine の使用するディスクリプタの数を増やし、それに応じて送信接続数の上限を増やす
ことでパフォーマンスを向上させることができます。Solaris でディスクリプタを 4000 に設定した場合には、送信
接続数の上限を 2000 に設定するようお勧めします（開いたテキストファイルや受信接続そして送信接続を処理
するには、多くのディスクリプタを必要とします）。  

Solaris で簡単にディスクリプタを増やすには、“sh”シェルへ切り替え、“ulimit -n 4000”コマンドを実行した後に、
同じプロセスで MailEngine を起動する方法があります。  

ディスクリプタ増加の例  

siri2:/# ulimit -n 

64 

siri2:/# sh 

# ulimit -n 4096 

# ulimit -n 

4096 

# 

Solaris の他のシェル上ではこれは動作しません。“sh”でのみ実行可能ですのでご注意ください。  

弊社での Solaris/Intel 2.6 を使った配送速度テスト（送信接続数の上限を 500 に指定した場合）  

テストでは Solaris/Intel 2.6 を使って 1 つのメールを多くの宛先に送信しました。2 つの DNS サーバを使い、送
信接続数の上限を 500 に設定した時、配送速度は 1 時間に約 410,000 通でした。使用したテストマシンの構成
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は、Pentium II 350Mhz、384MB の RAM、9GB SCSI3 IBM ハードドライブ、Adaptec 2940UW コントローラです。  

以下はログのサンプルです。  

2000/12/21 16:44:09 651 sent (468720/h avg, 15564 total) 

2000/12/21 16:44:15 619 sent (445680/h avg, 16183 total) 

2000/12/21 16:44:22 753 sent (451800/h avg, 16936 total) 

2000/12/21 16:44:28 620 sent (372000/h avg, 17556 total) 

弊社での Solaris/Intel 2.6 を使った配送速度テスト（送信接続数の上限を 2000 に指定した場合）  

テストでは Solaris/Intel 2.6 を使って 1 つのメールを多くの宛先に送信しました。2 つの DNS サーバを使い、送
信接続数の上限を 2000 に設定した時、配送速度は 1 時間に約 470,000 通でした。使用したテストマシンの構成
は、Pentium II 350Mhz、384MB の RAM、9GB SCSI3 IBM ハードドライブ、Adaptec 2940UW コントローラです。  

以下はログのサンプルです。  

2000/12/21 16:56:10 731 sent (526320/h avg, 12490 total) 

2000/12/21 16:56:17 773 sent (397542/h avg, 13263 total) 

2000/12/21 16:56:23 773 sent (463800/h avg, 14036 total) 

2000/12/21 16:56:29 667 sent (480240/h avg, 14703 total) 

Windows の送信接続数の上限 

Windows 2000/2003 Server では、多くの同時送信を処理することが可能ですので、送信接続数の上限も 2000
まで設定することができます。しかし、ご使用のハードウェアによっては、これより低い設定（500 または 1000）で
より高速な配送速度を得られる場合があります。どの設定が最も効果的か、いろいろな設定を試されることを
お勧めします。  

弊社での Windows を使った配送速度テスト 

テストでは Windows 2000 を使って 1 つのメールを多くの宛先に送信しました。2 つの DNS サーバを使い、送信
接続数の上限を 2000 に設定した時、配送速度は 1 時間に約 830,000 通でした。使用したテストマシンの構成は、
Pentium II 350Mhz、384MB の RAM、28GB SCSI3 IBM ハードドライブ、Adaptec 2940UW コントローラです。  

以下はログのサンプルです。  

2000/12/21 18:34:31 1345 sent 807000 avg, 49240 total) 

2000/12/21 18:34:37 1239 sent 743400 avg, 50479 total) 

2000/12/21 18:34:43 1415 sent 849000 avg, 51894 total) 

2000/12/21 18:34:49 1439 sent 863400 avg, 53333 total) 

2000/12/21 18:34:55 1474 sent 884400 avg, 54807 total)  

トラブルシューティングと FAQ 

MailEngine がメールを送信しない 

1. フォアグラウンドでの MailEngine の起動と停止を見て、手順に間違いがないか確認してください。
MailEngine をサービスとして起動している場合には、フォアグラウンドで起動する前に必ずサービスを
一度停止してください。  

2. SMTP 送信情報の表示を有効にして、MailEngine が外に向けた TCP/IP 接続を行うことができるか確
認してください。  
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3. SMTP 受信ポートが正しく設定されていることを確認してください。MailEngine の他にメールアプリケー
ションが稼働していない限り、ポート番号は 25 に設定されていなければいけません。  

4. お使いのコンピュータが MailEngine にアクセスできることを確認してください。MailEngine の起動してい
るサーバの IP アドレスのポート番号 25（または、SMTP 受信ポートで設定したポート番号）に Telnet で
アクセスしてください。ポートにアクセスできない場合は、ポートが開いているか、または他のアプリケ
ーションが使用中でないか確認してください。この他、ファイアーウォールの存在が MailEngine へのア
クセスの障害になっていないか確認してください。  

5. DNS デバッグ情報表示を有効にしてください。 DNS サーバが正しく設定されていない場合は、
MailEngine はメール送信ができません。  

6. DSN メールの使用（エラーメール）を有効にして、MailEngine がメールの送信に失敗しているかどうか
確認してください。  

7. プログラムデバッグ情報表示を有効にして、プログラムに問題が生じていないか確認してください。  

Web インタフェースが動作しない 

1. Web インタフェースが使用しているポートを確認してください。設定ファイル 
mailengine\config\WebPort.txt を開き、指定されているポート番号が、他のアプリケーションで使用さ
れていないか確認してください。もし、使用されていた場合には、ポート番号を他の値に変更して（例：
83）、MailEngine の Web インタフェースをこのポートからアクセスしてください。 例：  

http://localhost:83/gui/admin 

2. Web インタフェースが使用している IP アドレスを確認してください。設定ファイル
\mailengine\config\WebTcpip.txt を開いてください。これが“0”に指定されていれば、Web インタフェー
スは無効になっています。空白にするか、リモートからアクセスしている場合には、リモートマシンの IP
アドレスを入力してください。詳しくは Web インタフェース IP アドレスを参照してください。  

3. 上記で指定した IP アドレスとポート番号に Telnet でアクセスできるか確認してください。 例：  

telnet 123.456.789.1 83 

また、Web サーバに対し IP アドレス“127.0.0.1”を使うよう設定している場合は、Web インタフェースは
MailEngine が稼働しているコンピュータでしか使用できません。そのときの URL は必ず、
http://localhost:81 と指定してください（他のホスト名では動作しません）。  

4. UNIX 上で MailEngine を稼働している場合は、Web インタフェースにパスワードを設定してあることを確
認してください。設定ファイル mailengine/config/password.txt をテキストエディタ（Emacs など）で開き、
パスワードを入力してください。または、次のコマンドラインコマンドでパスワードファイルに直接書き込
んでください（“admin”はユーザ名、“opensesame”にはパスワードを入れてください）。  

echo 'admin:opensesame' >>config/password.txt 

メールの送信を中止、再開したい 

送信中のメールを中止、そして再開させたい場合は以下のような操作を行います。  

1. MailEngine を ctrl-c を押して停止します。  

2. リトライ（retry）ディレクトリにある対象のメールの.dat ファイルと.inf ファイルを探します。  
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3. その.dat ファイルと.inf ファイルを削除または移動します。このファイルを削除または移動しないで
MailEngine を再起動すると、対象のメールは引き続き送信されます。  

4. メールの送信を再開したい場合は、対象のメールの.dat ファイルと.inf ファイルをリトライ（retry）ディレ
クトリに戻します。MailEngine は中止した時点から対象のメールの送信を再開します。  

注意：メールは MailEngine が正常に終了された場合のみ、リトライ（retry）ディレクトリに残されます
（例：ctrl-c での終了）。MailEngine が正常に終了せず、中継時にディスクを使用が無効の場合はメー
ルは失われます。このオプションが有効の場合には、メールは処理中（working）ディレクトリに残されて
います。  

メールキュー（mailq）ディレクトリにメールがない 

MailEngine のデフォルト設定では、受信メールや処理済みメールを保存しないようになっています。保存するに
は、 受信メールの保存、 受信メールの保存時間、 処理済みメールの保存、 処理済みメールの保存時間の
各設定を行ってください。  

MailEngine が 中継時にディスクを使用を設定していなければ、中継されるメールは、最初の送信作業が終了
するまで保存されません。送信作業が終了すれば、メールはリトライ（retry）ディレクトリに保存されます。  

メールが送信できない場合に、エラーメールで通知されない 

配送状態通知（DSN メール、エラーメール）を受信するには、 DSN メールの使用 を有効にしてください。この設
定を有効にした後は、 管理用メールアドレス に指定されたアドレスにエラーメールが送信されます。 また、 
配送レポートの使用 を有効にすることで、各送信の後、 配送レポート受信者 に指定されたアドレスに配送レ
ポートを送信します。 

パスワードを聞かれる 

初めて MailEngine をインストールする場合、Windows インストーラではパスワードを入力する必要があります。
UNIX をお使いの場合は、テキストエディタ（Emacs など）を使って、設定ファイル mailengine/config/password.txt
にパスワードを指定してください。  

パスワードを忘れてしまった場合には、テキストエディタで設定ファイルmailengine/config/password.txt を開き、
パスワードを確認することができます。この方法でパスワードを変更することも可能です。  

MailEngine と他のメールサーバと共存させたい 

MailEngine を他のメールサーバと共存させることは簡単です。しかし、Exim や Sendmail、Qmail には、MailEngine
のような外部 MTA を使ってメールを送信することができません。もし、2 つのメールサーバを 1 台のコンピュータ
で独立して動作させたい場合、下記のいずれかの方法で行ってください。  

1. 別々の IP アドレスを使い、全く個別に稼働する。  

2. MailEngine に別のポート番号（例：26）を指定して、中継させるプログラムはポート 26 を使用する。  

MailEngine のアクティベーションコードは、稼働させるコンピュータの最初の IP アドレスを使う必要があ
ることに注意してください。SMTP 受信に使用する IP アドレスについては、SMTP 受信 IP アドレス で指
定することができます。  

その他の質問について... 

その他の質問については、Synaptive の技術サポート http://www.synaptive.com/jp/contact/support.htm を参
照してください。 

http://www.synaptive.com/jp/contact/support.htm
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